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　 8月19日㈪、ふぉれすと鉱山で『出張子育て
ひろば』が開かれました。 
　この催しは、市がＮＰＯ法人登別自然活動支
援組織モモンガくらぶに委託し、火・木・土曜
日に亀田記念公園わんぱーく内に開設している
『富岸子育てひろば』が、月１回、市内のさま
ざまな場所で行っているもので、夏の青空が広
がったこの日は、親子など17組がカヌー体験や
水遊びなどを楽しんでいました。

夏の青空の下、水に親しむ
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7
月
30
日
㈫
、
富
岸
小
学
校
を
メ
ー
ン

会
場
に
、
『
総
合
防
災
訓
練
』
（
市
防
災

会
議
主
催
）
が
行
わ
れ
、
訓
練
直
前
ま
で

雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
内
会
や
防
災
関
係
協
力
機
関
か

ら
約
700
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
地
震
・
大
津
波
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
『
体
験
す
る
』
訓
練
で
は
、

大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の
高
台

避
難
場
所
ま
で
の
避
難
や
第
2
次
津
波
避

難
場
所
の
開
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
体
制
な
ど
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
宅
か
ら
高
台
ま
で
の
避
難

時
間
を
確
認
す
る
な
ど
、
災
害
に
備
え
て

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
2
部
の
『
知
る
』
訓
練
で
は
、

防
災
関
係
協
力
機
関
に
よ
る
災
害
復
旧
応

急
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
、
各
機
関
は
災
害

時
に
お
け
る
適
切
で
迅
速
な
行
動
に
つ
い

て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

9
月
１
日
は
、
関
東
大
震
災
の
発
生
に

ち
な
み
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
を
は

じ
め
、
広
く
国
民
が
高
潮
や
台
風
、
地
震
、

津
波
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を
準
備
す
る
日

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
町
内
会
の
方
と
、

わ
が
家
の
防
災
、
町
内
会
の
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

特 集

防
災
力
を
高
め
る

　

こ
れ
か
ら
台
風
の
季

節
に
な
り
ま
す
。

　

先
の
東
日
本
大
震
災

や
、
昨
年
登
別
市
を
襲

っ
た
暴
風
雪
に
伴
う
大

規
模
停
電
な
ど
、
自
然

災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

突
然
襲
っ
て
く
る
災

害
か
ら
、
自
分
の
命
や

家
族
の
命
な
ど
を
守
る

力
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

今
号
で
は
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ

ー
ド
『
自
助
』
・
『
共

助
』
・
『
公
助
』
に
つ

い
て
7
月
30
日
㈫
に
行

わ
れ
た
登
別
市
総
合
防

災
訓
練
の
様
子
と
合
わ

せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

登別市総合防災訓練 ９月１日は『防災の日』

自共

公

助

助
助
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昨
年
の
大
規
模
停
電
の
と
き
に
は
、
最

新
の
災
害
情
報
を
知
る
た
め
に
、
ラ
ジ
オ

を
聞
い
て
い
た
方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｆ
Ｍ
び
ゅ
〜
で
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ

る
災
害
情
報
、
防
災
に
関
す
る
情
報
を
放

送
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
災
害
時
に
お
い
て
貴

重
な
情
報
源
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
に
ラ
ジ
オ
を
常
備
し
、

災
害
時
に
す
ぐ
活
用
で
き
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

訓
練
参
加
者
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
、
す
ぐ
避
難
で
き
る
よ

う
に
、
最
寄
り
の
高
台
避
難
場

所
や
避
難
す
る
と
き
の
経
路
を

家
族
や
近
所
の
方
と
で
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
分
の
身
を

守
る
の
は
自
分
で
す
。

　

ま
ず
は
、
安
全
な
避
難
ル
ー
ト
を
確
保

で
き
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
マ
ッ
プ
や
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
参
考
に
、
避
難
所
ま
で
の
避
難
ル
ー
ト

の
確
認
を
行
い
、
町
内
会
の
避
難
訓
練
な

ど
へ
参
加
し
、
実
際
に
避
難
し
て
み
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
耐
震
性
の
確
認
や
家
具

の
転
倒
・
落
下
の
防
止
、
災
害
時
の
情
報

収
集
手
段
の
確
認
も
必
要
で
す
。

　

避
難
す
る
と
き
に
、
一
人
に
つ
き
3
日

分
の
食
料
と
飲
料
水
、
医
薬
品
や
携
帯
ラ

ジ
オ
な
ど
を
入
れ
た
非
常
用
持
出
袋
を
、

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 自

助

ま
ず
は
あ
な
た
が
無
事
で

い
る
こ
と
が
大
切
で
す

防
災
情
報
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　『自助』とは、災害時に自分
自身や家族、財産を守る基本的
な行動のことです。
　防災対策の基本は、自分の安
全は、自分で守ることです。

ＦＭびゅーで市
の防災に関する
放送を行ってい
ます
毎週木曜日
7時57分～
17時51分～

富岸地区連合町内会による避難訓練の様子

　高台への避難訓練では、亀田
記念公園方向へ避難している方
を、安全な避難経路へ誘導しな
がら、約15分で避難することが
できました。
　避難している方の中には、非
常用持ち出し品を持っている方
も見られ、万が一の災害に備え
ている意識の高さを感じました。
　住宅街を回っていた広報車は、
大きく聞き取りやすい広報活動
をしていました。
　今回の総合防災訓練で、自助
の重要さを改めて皆さんに感じ
てもらい、町内会としてもさら
なる防災意識の高揚に努めてい
きたいと思います。

インタビュー

富岸町内会
防災協力員

工
く

藤
どう

 保
やす

秋
あき

さん

緑陽中学校付近

亀田記念公園付近

いなか村付近

非常用持ち出し品
総合防災訓練の会場で、災害時用の
非常食や賞味期限の長い保存食など
の防災用品を展示しました。
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現
在
、
市
内
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
て
い
る
町
内
会
は
8
割
を
超
え
、
昨
年

は
25
団
体
、
１
千
244
人
が
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』

を
目
標
に
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、

防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
、
と
い
う
地
域
住

民
が
連
携
し
て
結
成
す
る
、
防
災
組
織
の

こ
と
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
平
常
時
は
緊
急
連

絡
網
の
作
成
や
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た

避
難
訓
練
の
実
施
、
防
災
研
修
会
の
企
画
・

実
施
の
ほ
か
、
地
域
住
民
へ
の
声
掛
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
の
負
傷
者
や

災
害
時
要
援
護
者
の
救
助
と
避
難
の
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
自
主
防
災
組
織

が
機
能
し
、
住
民
を
高
台
避
難
場
所
ま
で

避
難
さ
せ
、
全
員
無
事
に
助
か
っ
た
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
す
。 共

助

自
主
防
災
組
織

　『共助』とは、自助で対応でき
ない部分や公的な支援の限界を、
地域の人の助け合いで補うという
考え方のことです。
　大災害発生直後の公的な支援に
は限界があります。
　警察や消防が到着するまでは、
地域の方の助け合いが必要です。

避
難
所
開
設
・
緊
急
支
援
物
資
輸
送
訓
練

　今回の総合防災訓練では、町内会
の地域住民と行政とで、初の避難所
開設訓練を行いました。
　避難所の立ち上げから、避難所で
のボランティア活動までの一連の流
れを経験し、市民と行政が一体とな
り訓練に参加しているのを感じまし
た。
　避難所への緊急支援物資が届いた
ときは、ボランティアの地域住民が
自発的に階段へ並び、リレー方式で
次々に支援物資を運びました。
　この積極的な活動姿勢は、まさに
共助だと感じました。
　当日はあいにくの天候でしたが、
訓練会場には小さいお子さんや若い
世代の方の姿も多くみられました。
　今後、防災に対する住民の意識が
さらに高くなることを望みます。

インタビュー

大和町内会
会長

山
やま

道
うち

 春
はる

秋
あき

さん

避難所開設訓練
避難所には、200人を超える人が避難し、地
域住民は自らベッドや障がい者用トイレなど
の組み立てを行いました。

緊急支援物資輸送訓練では、富岸地区連合町内会の方が協力し
て物資を避難所に運び、その物資を避難所内にいる皆さんに、
手分けして配りました。
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震
災
の
直
後
、
自
分
を
守
る
の
は
、
自

助
の
力
、
自
分
一
人
で
対
応
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
た
と
き
に
、
頼
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
共
助
の
力
で
す
。

　

そ
し
て
、
行
政
が
行
う
公
助
と
と
も
に
、

状
況
を
安
定
さ
せ
、
復
旧
・
復
興
へ
と
向

か
い
ま
す
。

　

行
政
（
公
助
）
と
地
域
の
方
（
共
助
）

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
援
助
活
動
な
ど
も

円
滑
に
進
み
ま
す
が
、
こ
の
連
携
を
行
う

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
力
で
助

か
る
こ
と
（
自
助
）
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

大
規
模
停
電
を
経
験
し
た
私
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
改
め
て

自
助
、
共
助
に
つ
い
て
考
え
、
日
頃
か
ら

防
災
意
識
・
災
害
対
応
力
を
高
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
復
旧
・
復
興
に
は
、
公
助
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
、

公
助
を
行
う
機
関
に
所
属
す
る
人
々
も
被

災
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
災
害
支
援
活
動

を
開
始
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
災
害
備
蓄
品
の
備
蓄
や
防
災
に

関
す
る
啓
発
活
動
、
避
難
所
の
選
定
な
ど

を
行
い
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

各
機
関
も
災
害
の
発
生
か
ら
で
き
る
だ

け
早
く
、
応
急
対
策
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
備
え
て
い
ま
す
が
、
公
的
機
関
に
よ
る

援
助
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
自
助
・
共

助
に
よ
る
復
旧
活
動
を
行
う
こ
と
が
、
災

害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。 公助

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に

３
つ
の
連
携
の
必
要
性

　『公助』とは、警察、消防、市町村、
都道府県などの行政機関や電気・ガス・
水道など、人の生活の基盤となるサー
ビスを提供する公益事業者が、災害対
策活動を実施することです。

行政機関、公益事業者による訓練

　登別ガス協同組合では、移動式
ガス発電車による電源確保訓練や
ガス発電機などのガス器具設置訓
練、炊出し訓練に参加しました。
　今回の訓練は、電気の供給が途
絶えたとき、ガスを利用した発電
が可能であることを市民の皆さん
に知ってもらう良い機会となりま
した。
　訓練当日は、天候も悪くグラウ
ンドの状況も思わしくありません
でしたが、実際の災害時には天候
など関係なく、やりづらさがあっ
て当たり前であることを訓練参加
機関も実感したのではないでしょ
うか。
　次回の総合防災訓練でも、新た
な訓練にチャレンジし、市民の皆
さんへの情報提供や訓練参加機関
との防災意識の高揚に携わってい
きたいと思います。

インタビュー

登別ガス協同組合
次長

岩
いわ

井
い

 俊
とし

和
かず

さん

自衛隊によるがれき撤去訓練 登別ガス協同組合による電源確保訓練

登別管工事業協同組合に
よる配水管復旧訓練

登別建設協会と登別市消防団に
よる土のう設置訓練

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

☎
85
１
１
３
０
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明
治
27
年
2
月
、
国
が
消
防
組
規
則
を

制
定
し
、
各
町
村
は
公
設
の
消
防
組
織
の

設
置
を
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
役
場
の
人
員
や
収
入
が
少
な

く
、
防
災
・
消
防
な
ど
の
行
政
組
織
に
ま

で
手
が
回
ら
ず
、
人
び
と
は
火
災
の
続
発

や
延
焼
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
5
月
、
登
別
温
泉
青
年
会
が

運
動
会
の
余
興
に
、
登
別
駅
か
ら
木
製
ポ

ン
プ
を
借
り
て
放
水
訓
練
を
披
露
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
組
織
化
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

青
年
会
の
中
に
消
防
部
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
消
防
装
備
も
な
く
、
服
装
も

ま
ち
ま
ち
で
、
住
民
に
存
在
も
知
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
寄
付
金
を
集
め
、
大
正
2

年
に
腕
用
ポ
ン
プ
を
１
台
買
い
入
れ
、
登

別
温
泉
青
年
会
消
防
部
が
正
式
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
登
別
市
に
お
け
る
消
防
組
織

の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幌
別
、
幌
別
鉱
山
な
ど
地
域

ご
と
に
も
青
年
会
や
私
設
消
防
組
織
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
が
、
山
火
事
の
続
発
や
来

馬
川
ほ
か
数
カ
所
が
強
風
に
あ
お
ら
れ
て

延
焼
し
、
青
年
会
を
は
じ
め
住
民
が
出
動

し
た
も
の
の
、
100
㌶
を
焼
失
し
ま
し
た
。

　市民の生命や財産を守る登別市の消防は、
今年で創設から100周年を迎えました。
　度重なる火災の発生や延焼に人びとが苦し
む中、まちを守るため立ち上がったのは、地
域の若者を中心とする青年会でした。
　今号では、100周年を迎えた消防の歩みを
紹介します。

登別消防創設100周年登別消防創設100周年

▲水害現場に出動した消防車両と消防職員（昭和39年）

▲ 消防訓練で使用するポンプを移動させている様子（昭和25
年）

▲登別温泉で行われた消防訓練（大正 4年）

消
防
組
織
の
始
ま
り　

登
別

温
泉
青
年
会
消
防
部
誕
生

公
設
消
防
組
織

幌
別
村
消
防
組
が
発
足

6 登別消防創設100周年



　

こ
れ
を
経
験
し
た
人
び
と
か
ら
、
各
地

区
ご
と
の
消
防
組
織
を
一
本
化
し
よ
う
と

の
声
が
上
が
り
、
大
正
7
年
4
月
、
230
人

の
組
員
と
腕
用
ポ
ン
プ
6
台
、
ガ
ソ
リ
ン

ポ
ン
プ
１
台
を
配
置
し
、
公
設
消
防
組
織

の
幌
別
村
消
防
組
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
装
備
の
改
良
や
訓
練
な
ど

が
行
わ
れ
、
消
防
能
力
も
著
し
く
向
上
。

消
防
本
部
の
下
に
設
置
さ
れ
た
消
防
署
、

登
別
温
泉
・
登
別
・
鷲
別
各
消
防
支
署
に

加
え
、
消
防
団
と
7
つ
の
消
防
分
団
が
市

民
の
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
い
る
ほ
か
、

『
消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
の
開

催
、
登
別
消
防
・
火
の
用
心
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
『
ば
ん
平ぺ

い

く
ん
』
の
誕
生
な
ど
、
市
民

に
親
し
ま
れ
る
消
防
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲ 7 月30日㈫に行われ
た登別市総合防災訓
練（放水訓練）

2013『登別消防創設100周年記念』救える命があります!!

消防・救急フェスティバル
９月21日土 12時～15時・イオン北海道㈱登別店

消防車・救急車などの展示

消防車によ
る消火体験

ミニレスキュー体験

そのほかのイベント

　消防隊が使用する資器材を積載した消防車や
救助工作車、はしご自動車、救急隊が使用する
資器材を積載した救急自動車に触れることがで
きます。
　また、はしご車のデモンストレーションもあ
ります。

　消防車からの放
水を体験すること
ができます。

　未来の消防隊員、救助隊員を目指し、約
10㍍のロープを渡るレスキュー体験。近年、
複雑化かつ大規模化する救助出動に備え、市
は水難救助隊や山岳救助隊を編成し、活動し
ています。

●小学１年生の消防車の絵画展示
●幼稚園児のばん平

ぺい

くん塗り絵展示
●登別ガス協同組合による発電機などの展示
●住宅用火災警報器設置済みシール交付
●登別消防100年の沿革パネル展示
●スーパーボール、ヨーヨーすくい
●来場記念証の発行など

問い合わせ　消防署警備グループ（☎85２５５１）

登別消防創設100周年に
関する問い合わせは 　

消防本部
総務グループ
☎85９６１１
思88０２５９

Ｅメール：fi redep@city.
noboribetsu.lg.jp

7 登別消防創設100周年



Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

2,147人
2,679人 2,515人 2,420人

3,184人
20.4％

26.7％ 25.2％ 26.3％

32.1％

0

1,000

2,000

3,000

（受診者数）

0％

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％
（受診率）

受診率
受診者数特定健診受診者数・受診率の推移

　

平
成
24
年
度
は
、
前
年
度
よ
り
700

人
増
え
て
3
千
184
人
（
受
診
率
32
・

1
㌫
）
の
方
が
特
定
健
診
を
受
診
し

ま
し
た
。

　

市
は
平
成
29
年
度
に
は
、
受
診
者

数
4
千
人
（
45
㌫
）
以
上
の
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
は
が
き
や
電
話
、
町
内

会
の
回
覧
板
な
ど
を
通
じ
て
受
診
勧

奨
を
行
い
、
健
診
受
診
者
数
の
増
加

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
の
定
期
検
査
な
ど
で

血
液
検
査
・
尿
検
査
を
行
っ
て
い
て
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
特
定
健

診
を
受
診
で
き
な
い
方
や
職
場
な
ど

で
健
診
を
受
診
す
る
た
め
特
定
健
診

を
利
用
し
な
い
方
で
も
、
検
査
の
内

容
に
よ
っ
て
は
、
特
定
健
診
の
受
診

者
数
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
検
査
結
果
の
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
は
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
や
国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

毎
年
一
回
、
特
定
健
診
を

毎
年
一
回
、
特
定
健
診
を

  

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
は
、
内
臓
脂
肪
に
起
因
す
る
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ
目
的
で
、
平
成
20
年
度

か
ら
始
ま
り
、
5
年
ご
と
に
国
か
ら
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診
状
況
や
保

健
指
導
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
特
定
健
診
の
受
診
状
況

◎特定健診の受診方法
　特定健診は次の中から１つを選択して、毎年１回受診することができます。
　対象となる方には既に特定健診の受診券を郵送しています。
　紛失した場合は再発行しますのでご連絡ください。
健診の種類 料　金 対象者 主な内容

①特定健診 － 受診当日に国民健康保険に加入
している40歳～74歳の方
※ 千円ドックは、保険税の滞納
がある方は別料金です。

血液検査、尿検査、血圧、身体
計測

②千円ドック
（23ページ参照） 1,000円 特定健診＋心電図・眼底検査＋

視力・聴力検査＋がん検診

③ 短期人間ド
ック 2,500円または3,000円 平成25年 4 月 1 日から継続して

国民健康保険に加入している20
歳～74歳の方で、保険税の滞納
がない方

特定健診＋腹部超音波検査＋心
電図・眼底検査＋視力・聴力検
査＋がん検診など

④脳ドック
（ 2年に 1回） 2,500円または7,000円 特定健診＋心電図＋ＣＴまたは

ＭＲＩ・ＭＲＡ

※ ①は医療機関、②③④は国民健康保険グループにお申し込みください。定員になり次第締め切りま
す。
※国民健康保険に加入している方は、無料で各種がん検診も受けることができます。

8 毎年一回、特定健診を受けましょう



63.1％

58.3％

58.1％

29.6％

29.3％

11.1％

2.7％

36.9％

41.7％

41.9％

70.4％

70.7％

88.9％

97.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

脂質

血圧

血糖値
HbA1c

肝機能

肥満

尿酸

腎機能

要注意・要医療 異常なし

平成24年度特定健診結果の状況

3.6％

23.7％72.7％

9.4％
43.7％46.9％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

保健指導を
利用した方

保健指導を
利用しなか
った方　　

改善 変化なし 悪化

２年連続で健診を受けた方のＢＭＩの変化
※ＢＭＩは肥満度を示すもので、25以上になると要注意

　

特
定
健
診
の
結
果
、
要
注
意
ま
た

は
要
医
療
と
な
っ
た
検
査
項
目
の

ト
ッ
プ
は
脂
質
（
63
・
１
㌫
）
で
、

次
い
で
血
圧
（
58
・
3
㌫
）
、
血
糖

値
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
58
・
１
㌫
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
肥
満
以
外
の
6
項
目
全
て

で
異
常
が
な
か
っ
た
の
は
、
117
人
で
、

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
生
活
習
慣

改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
市
の
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
が
手
紙
ま
た
は
電
話
で
、

保
健
指
導
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

全
体
の
3
・
7
㌫
で
し
た
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
市
役
所
や
市

民
会
館
、
鷲
別
公
民
館
な
ど
で
無
料

で
行
っ
て
お
り
、
健
診
結
果
の
見
方

や
食
事
の
相
談
、
運
動
の
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。

　

保
健
指
導
を
受
け
て
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
改

善
し
た
方
は
72
・
7
㌫
、
受
け
ず
に

改
善
し
た
方
は
46
・
9
㌫
で
、
保
健

指
導
を
利
用
し
た
多
く
の
方
が
体
重

を
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

早
い
う
ち
に
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な

ど
の
大
き
な
病
気
を
防
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
特
定

保
健
指
導
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
保
健
指
導
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
特
定
健
診
結
果
の
状
況

問い合わせ
国民健康保険
グループ

（☎85１７７１）

実際に特定保健指導を受けた方の例
　保健指導時に食事や運動の習慣を見直したことによって、検査
結果が改善した方や体重が減少したという方が多く見られます。

　Ａさんがアドバイスを
半年実践した結果、体重
は 3㌔㌘以上減少、それ
に伴い血圧やＨｂＡ１ｃ
も改善しました。

保健指導前 保健指導後
体重 67.8 64.5（－3.3㎏）
血圧 159/101 146/90（改善）
HbA1c 5.2 4.8（改善）

• おひたしには、たっぷりしょう
ゆをかけて食べます
• 和菓子が好きで、夜寝る前によ
く食べます

◆保健師・栄養士からのアドバイス◆
①しょうゆはかけるよりもつける
②お菓子を食べる時間を明るいうちにする

登別市の特定保健指導を
利用したＡさん
（60歳代男性）

9 毎年一回、特定健診を受けましょう



●
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

●
融
資
対
象

　

市
内
で
新
た
に
事
業
所
を
設
け
よ
う
と

す
る
中
小
企
業
者
で
、
登
別
中
小
企
業
相

談
所
の
経
営
診
断
を
受
け
、
融
資
が
適
当

と
認
め
ら
れ
た
中
小
企
業
者

●
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 
運
転
資
金
：
500
万
円
、
6
年
以
内
（
据

置
期
間
１
年
） 

• 

設
備
資
金
：
2
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
2
年
）

●
利
率
（
平
成
25
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

●
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
団

体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
第
3
条
第
１
項

ま
た
は
商
店
街
振
興
組
合
法
に
規
定
す
る

団
体

※ 

中
小
企
業
特
別
融
資
利
子
補
給
（
11
㌻

②
）
を
併
用
で
き
ま
す
。

●
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

•
運
転
資
金
：
2
千
万
円
、
5
年
以
内

•
設
備
資
金
：
3
千
万
円
、
10
年
以
内

●
利
率
（
平
成
25
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

●
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
室
蘭
圏
（
室
蘭
市

ま
た
は
伊
達
市
）
に
事
業
所
を
有
す
る
も

の
で
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2
条
第

2
項
に
規
定
す
る
小
規
模
企
業
者

※ 

中
小
企
業
特
別
融
資
利
子
補
給
（
11
㌻

②
）
を
併
用
で
き
ま
す
。

※ 

北
海
道
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
で

す
（
保
証
内
容
は
同
協
会
の
定
め
に
よ

り
ま
す
）
。

●
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

•
事
業
資
金
、
500
万
円
、
7
年
以
内

●
利
率
（
平
成
25
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

0
㌫
、
5
年
以
内
の
場
合
：
年
１
・
2

㌫
、
7
年
以
内
の
場
合
：
年
１
・
4
㌫

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

●
融
資
対
象

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
室
蘭
圏
（
室
蘭
市

ま
た
は
伊
達
市
）
に
事
業
所
を
有
す
る
も

の
で
、
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定

す
る
中
小
企
業
者
、
な
ら
び
に
市
内
に
事

業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に

関
す
る
法
律
第
3
条
第
１
項
、
ま
た
は
商

店
街
振
興
組
合
法
に
規
定
す
る
中
小
企
業

団
体
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の• 

既
存
企
業
と
は
異
な
る
分
野
に
進
出
す

●
融
資
対
象

　

市
内
で
店
舗
や
工
場
な
ど
の
近
代
化
を

行
う
従
業
員
20
人
（
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
）
以
下
で
、
中
小
企
業
相
談

所
の
経
営
診
断
を
受
け
、
小
規
模
商
工
業

近
代
化
資
金
の
融
資
が
適
当
と
認
め
ら
れ

た
中
小
企
業
者

●
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 

設
備
資
金
、
2
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
2
年
）

●
利
率
（
平
成
25
年
5
月
１
日
現
在
）

•
年
2
・
5
㌫

は
市
内
に
住
居
を
有
し
室
蘭
圏
（
室
蘭
市

ま
た
は
伊
達
市
）
に
事
業
所
を
有
す
る
も

の
で
、
中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定

す
る
中
小
企
業
者

●
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

•
運
転
資
金
：
１
千
万
円
、
5
年
以
内

• 

設
備
資
金
：
2
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
）

●
利
率
（
平
成
25
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

　

市
は
中
小
企
業
の
円
滑
な
資
金
繰
り
を

支
援
す
る
た
め
、
金
融
機
関
に
資
金
を
預

託
し
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
低
金
利
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
般
事
業
資
金

事
業
所
開
設
資
金

団
体
事
業
資
金

小
口
事
業
資
金

新
分
野
進
出
支
援
資
金

小
規
模
商
工
業
近
代
化
資
金

①
登
別
市
中
小
企
業

　

特
別
融
資
制
度

中小企業を応援します中小企業を応援します
～融資・補助制度のご案内～～融資・補助制度のご案内～

市は、中小企業の経営や技術開発などを応援するため、
『登別市中小企業特別融資制度』やさまざまな補助制
度を設けていますので、ご利用ください。

問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

10 中小企業を応援します



る
経
費
（
一
部
）
を
補
助
す
る
制
度
で
す

●
補
助
対
象
者

① 

任
意
グ
ル
ー
プ
（
3
者
以
上
で
組
織
し
、

構
成
員
の
2
分
の
１
以
上
が
市
内
に
主

た
る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
で

構
成
）

② 

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

に
定
め
る
中
小
企
業
団
体

③ 

法
令
に
定
め
る
公
益
法
人

④ 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
に
定
め
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人

●
補
助
対
象
経
費

　

旅
費
、
謝
金
、
原
材
料
費
、
機
械
設
置
・

工
具
器
具
費
、
委
託
費
な
ど
の
経
費
の
う

ち
市
長
が
必
要
か
つ
適
当
と
認
め
る
も
の

● 

補
助
率　

補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
の

2
分
の
１
以
内

●
補
助
金
の
限
度
額　

30
万
円

●
補
助
対
象
経
費

　

事
務
拠
点
開
設
費
、
商
品
化
推
進
費
、

販
路
開
拓
費
な
ど
の
う
ち
、
市
長
が
必
要

か
つ
適
当
と
認
め
る
も
の

● 

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
１

以
内

●
補
助
金
の
限
度
額　

300
万
円

●
補
助
対
象
期
間　

2
年
以
内

●
制
度
の
内
容
な
ど

　

中
小
企
業
者
な
ど
で
組
織
す
る
組
合
や

団
体
な
ど
が
、
新
技
術
・
新
製
品
・
新
サ

ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
た
め
に
行
う
研
究
・

技
術
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
に
必
要
と
な

※ 

融
資
の
ご
利
用
に
は
、
金
融
機
関
の
審

査
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
取
り
扱

い
金
融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
制
度
の
内
容
な
ど

　

市
内
に
お
い
て
、
地
域
の
資
源
や
技
術

を
活
用
し
た
新
た
な
地
場
産
品
の
創
出
、

新
た
な
技
術
の
事
業
化
、
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
起
業
家
の
事
業
を

支
援
す
る
制
度
で
す

●
補
助
対
象
者

　

市
長
が
定
め
る
機
関
に
よ
る
評
価
を
も

と
に
、
市
長
が
適
当
と
認
定
し
た
事
業
計

画
を
市
内
で
行
う
個
人
や
中
小
企
業
者
な

ど ●
制
度
の
内
容
な
ど

　

中
小
企
業
の
事
業
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
登
別
市
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
の

小
口
事
業
・
団
体
事
業
（
設
立
後
3
年
未

満
の
団
体
）
・
新
分
野
進
出
支
援
の
各
資

金
を
利
用
し
た
方
の
借
入
金
の
利
子
（
一

部
）
を
補
給
す
る
制
度
で
す

●
利
子
補
給
の
率

•
小
口
事
業
資
金
：
年
0
・
4
㌫

•
団
体
事
業
資
金
：
年
１
・
5
㌫

•
新
分
野
進
出
支
援
資
金
：
年
0
・
7
㌫

②
中
小
企
業
特
別
融
資

　
利
子
補
給

④
新
産
業
創
造
活
動

　

事
業
補
助

③
起
業
化
支
援

　

事
業
補
助

第４回技能祭第第第第第第第第第第４４４４４４４４４回回回回回回回回回回技技技技技技技技技技能能能能能能能能能能祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
登別技能協会・
登別職業訓練協会主催
日時　 9月29日㈰　 9時～15時
場所　職業訓練センター
　　　（道南バス若山営業所前）

問い合わせ
登別職業訓練協会
（☎85１４５０）

• ものづくり体験（くぎ打ち体験、
フラワーアレンジメントなど）
• 作品展示・販売（椅子、正月用
門松、ガスコンロガードなど）
•野菜や海産物販売
•食事コーナー
• 包丁研ぎ（１人 2丁まで、 9時
30分～12時）
• 各種イベント（もちまき、北海
自衛太鼓、よさこいなど）

内容

る
中
小
企
業
者
や
中
小
企
業
団
体

• 
既
存
事
業
分
野
に
お
い
て
新
製
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
販
売
す
る
中
小
企

業
者
や
中
小
企
業
団
体

• 

既
存
製
品
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な

生
産
、
販
売
、
提
供
の
方
式
を
導
入
す

る
中
小
企
業
者
や
中
小
企
業
団
体

※ 

②
中
小
企
業
特
別
融
資
利
子
補
給
を
併

用
で
き
ま
す
。

●
使
途
と
限
度
額
、
融
資
期
間

• 

事
業
資
金
：
１
千
万
円
、
11
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
）

●
利
率
（
平
成
25
年
5
月
１
日
現
在
）

• 

融
資
期
間
が
3
年
以
内
の
場
合
：
年
１・

8
㌫
、
3
年
を
超
え
る
場
合
：
年
2
・

2
㌫

取扱金融機関
金融機関名 支　店　名

室蘭信用金庫
市内の各支店、高
砂支店、工大前支
店

北海道銀行 登別支店、東室蘭
支店

伊達信用金庫 わしべつ支店

北洋銀行 登別・室蘭市内の
各支店

11 中小企業を応援します



登
別
市
民
憲
章

　
わ
た
し
た
ち
は
　
古
い
歴
史
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

登
別
の
市
民
で
す

　
こ
こ
に
　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
ま
え
を
定
め
て
よ
り
よ
い

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
す

一
　
心
身
を
き
た
え
よ
く
働
い
て
　
活
気
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
自
然
を
愛
し
　
力
を
あ
わ
せ
て
　
緑
と
空
気
と

　
　
　
　
　
　
　
太
陽
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
き
れ
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　
健
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
教
養
を
つ
み
　
視
野
を
広
げ
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
和
で
文
化
の
か
お
り
高
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

暮
ら
し
が
で
き
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
市
民

憲
章
の
浸
透
を
は
か
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
た
な
事
業
と

し
て
、
市
民
憲
章
制
定
日
の

9
月
20
日
に
、
市
内
各
所
で

街
頭
啓
発
活
動
を
展
開
し
、

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
市

民
憲
章
看
板
と
そ
の
周
辺
の

清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
憲
章
の
精
神

が
市
民
の
心
の
中
に
溶
け
込

み
、
生
か
さ
れ
る
よ
う
ま
い

進
し
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援

と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
は
、
昭
和
43
年
9
月
20

日
、
登
別
市
民
憲
章
を
制
定

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
憲
章
の
精
神

を
住
民
に
伝
え
、
日
常
生
活

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
昭
和
46
年
に
は
有
志

に
よ
る
登
別
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
は
、
市
民
誰
も
が
幸
せ
な

境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
昨
年
に
続
き
、

市
内
全
8
小
学
校
の
4
年
生

を
対
象
に
登
別
市
民
憲
章
全

文
が
記
載
さ
れ
た
啓
発
用
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
、

啓
発
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
合
わ
せ

て
、
本
年
度
は
市
内
小
学
校

で
の
市
民
憲
章
唱
和
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

　

街
頭
啓
発
は
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅

や
市
内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
で
、

通
学
・
通
勤
、
買
い
物
中
の

皆
さ
ん
へ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
啓
発
品
を
配
布

し
ま
す
。

　

清
掃
活
動
は
、
市
役
所
、

市
民
会
館
な
ど
を
は
じ
め
、

市
内
各
公
共
施
設
や
公
園
に

設
置
さ
れ
て
い
る
約
20
カ
所

の
看
板
を
磨
き
、
周
辺
の
環

本年度の新たな活動
•街頭啓発
•市民憲章看板周辺の清掃

市民憲章啓発の取り組み

登別市民憲章
推進協議会
会長　前

まえ

田
だ

　文
ふみ

彦
ひこ

9月20日は登別市民憲章制定日です

問い合わせ　登別市民憲章推進協議会事務局連絡所
（企画調整グループ内・☎85１１２２）

12 9 月20日は登別市民憲章制定日です



　

子
ど
も
の
『
育
ち
』
に
は
、
幼
児

期
や
義
務
教
育
期
間
が
特
に
重
要
で
、

そ
の
期
間
に
お
け
る
対
話
・
運
動
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
は
人
格
形
成

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
人
も
生
活
の
単
位
は

家
庭
で
あ
り
、
親
子
の
会
話
や
ア
ウ

ト
ド
ア
な
ど
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
時

間
に
追
わ
れ
る
毎
日
を
過
ご
し
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

本
年
度
か
ら
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
や
機
会
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
国
土
交
通
省
観
光
庁
が

推
進
す
る
『
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り
組
み
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
、
各
校
の
連
休
の
約
2

週
間
前
に
各
施
設
の
利
用
券
を
交
付

し
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
趣
旨
へ
の
ご
賛
同
と
、
可

能
な
限
り
の
休
暇
取
得
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
企
業
の
皆
さ
ん
へ
】

　

企
業
の
皆
さ
ん
に
は
、
登
別
・
室

蘭
両
市
の
商
工
会
議
所
や
労
働
組
合

を
通
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

創
出
し
た
連
休
は
平
日
を
一
日
含

ん
で
い
る
た
め
、
親
子
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
保
護

者
が
休
暇
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

企
業
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
が
暦
に
な

い
独
自
の
3
連
休
以
上
の
休
み
を
創

出
し
て
、
『
親
子
で
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
』
と
い
う
北
海
道
で
は
初

の
試
み
で
す
。

　

各
校
の
連
休
期
間
に
は
、
各
団
体

な
ど
の
協
力
の
も
と
、
市
内
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
公
共
施
設
を
利
用
す
る

際
の
割
引
特
典
を
設
け
、
家
族
の
語

ら
い
の
ほ
か
、
思
い
出
や
『
き
ず
な
』

づ
く
り
な
ど
、
家
族
揃
っ
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。

【
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

小
・
中
学
生
の
い
る
家
庭
に
は
、

9
月
上
旬
に
学
校
を
通
し
て
詳
細
を

１
．
な
ぜ
？
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
？

２
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
？

３
．
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

『家族の時間づくり『家族の時間づくり
 プロジェクト』にご協力を プロジェクト』にご協力を

問い合わせ　学校教育グループ問い合わせ　学校教育グループ
（☎88１１６２）（☎88１１６２）

【実施期間】
学校名 実施期間 備考

登別小学校、登別中学校 10月11日㈮～14日㈪ 4連休
鷲別小学校、鷲別中学校 10月25日㈮～27日㈰ 3連休
幌別小学校、若草小学校 11月 2 日㈯～ 5日㈫ 4連休
幌別東小学校 11月16日㈯～18日㈪ 3連休
富岸小学校、青葉小学校、
緑陽中学校、幌別西小学校、
西陵中学校、幌別中学校

平成26年　　　　　
2月 8日㈯～11日㈫ 4連休

【割引特典】

利用可能施設名
特典内容

中学生以下 保護者 その他
登別マリンパークニクス 無料 半額 駐車場無料
のぼりべつクマ牧場 無料 半額 駐車場無料
登別伊達時代村 無料 半額 駐車場無料
市民プール 無料 無料
総合体育館 無料 無料
ふぉれすと鉱山（宿泊） 無料 無料（１人）
ふぉれすと鉱山（日帰り）
（レンタル：M

マウンテンバイク

B/スキー/卓球台） 無料 無料

岡志別の森運動公園（テニスコート） 無料 無料 事前予約が必要
岡志別の森運動公園（パークゴルフ） 無料 無料
サンライバスキー場 １日券無料 １日券半額
郷土資料館 無料 無料

のぼりべつ文化交流館（カント・レラ）通常から無料 通常から無料 体験『まが玉つくり』
無料

※割引特典を受けるためには、市教育委員会が学校を通して交付する利用券が必要です。

13 『家族の時間づくりプロジェクト』にご協力を



　

７
月
22
日
㈪
、
市
役
所
に
登
別
市
共
同
募
金
委
員
会

正
副
会
長
が
訪
れ
、
『
寄
付
金
付
き
ご
当
地
バ
ッ
ジ
』

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
登
別
地
獄
ま
つ
り
が
今
年
で
50
回
目

を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
、
登
別
観
光
協
会
と
共
同
で
ピ

ン
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ジ
に
は
鬼
の
子
ど
も
が
赤
い
羽
根
を
持
ち
50
回

目
の
登
別
地
獄
ま
つ
り
を
宣
伝
す
る
図
柄
が
あ
し
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

価
格
は
500
円
で
、
購
入
代
金
の
一
部
は
登
別
市
の
地

域
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

寄
付
金
付
き
ご
当
地
バ
ッ
ジ
完
成
披
露

『
赤
い
羽
根
×
鬼
』
ご
当
地
バ
ッ
ジ
で

地
域
福
祉
に
貢
献

▲ 完成したバッジを披露する登別市共同募金委員会会長の横
よこ

尾
お

逸
いつ

郎
ろう

さん（前列右）

　

8
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
、
川
上

公
園
で
『
第
１
回
の
ぼ
り
べ
つ
夏

祭
り
〜
い
ぶ
り
食
と
文
化
の
祭
典

〜
』
（
同
実
行
員
会
主
催
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
『
の
ぼ
り
べ
つ

豊
水
ま
つ
り
』
が
昨
年
で
終
了
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
『
こ
れ
に
替

わ
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
必
要
』
と

考
え
る
有
志
が
企
画
し
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
は
、
幼
稚
園
児
に
よ
る

か
わ
い
ら
し
い
遊
戯
で
開
幕
。

　

会
場
に
は
胆
振
の
ご
当
地
グ
ル

メ
を
集
め
た
『
い
ぶ
り
マ
ル
シ
ェ
』

や
子
ど
も
広
場
、
足
湯
広
場
な
ど

が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
吹
奏
楽
演
奏
や
ダ
ン
ス
、

太
鼓
演
奏
、
か
き
氷
早
食
い
競
争
、

大
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
の
催
し
が
行

わ
れ
、
参
加
し
た
多
く
の
市
民
は

祭
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
『
ジ
ン
１ワ

ン
グ
ラ
ン
プ
リ

Ｇ
Ｐ
』
に
は
、
キ
ム

チ
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
で
味
付
け
さ

れ
た
6
種
類
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が

登
場
し
、
新
た
な
味
覚
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

  

第
１
回
の
ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り

第
１
回
の
ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り

7
 22

8/
10･11

新
た
な
夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
誕
生

が
誕
生
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7
月
28
日
㈰
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

武
道
場
で
『
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
武
道
大
会
』

（
登
別
・
白
石
姉
妹
都
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団

主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
両
市
の
小
・
中
学
生
が
柔

道
の
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
昭
和
62
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
、

年
ご
と
に
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
な
ど
の
競
技

を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
最
初
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た

が
、
試
合
が
進
む
に
つ
れ
て
お
互
い
に
打
ち
解
け
、

楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

少
年
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
武
道
大
会

柔
道
を
通
し
て
姉
妹
都
市
交
流

▲親善試合で日ごろの練習の成果を発揮する選手たち

　

8
月
3
日
㈯
・
4
日
㈰
、
若
草
中
央
公
園
で
『
第
26
回
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
菓
子
店
や
飲
食
店
、
金
魚
す
く
い
な
ど
、
多
く
の
露
店

が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
『
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
』
や
『
獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

ャ
ー
シ
ョ
ー
』
、
『
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
』
、
『
輪
投
げ
・
フ
ラ
フ
ー
プ
大
会
』

な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
観
客
が
集
ま

り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
景
品
と
し
て
登
別
温
泉
の
宿
泊
券
な
ど
が
用
意
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
大
会

に
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
参
加
し
、
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
一
緒
に
ビ

ン
ゴ
カ
ー
ド
を
確
認
し
合
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
１
日
㈭
、
郷
土
資
料
館
で
『
夏
休
み
工
作

教
室
・
ス
ク
リ
ュ
ー
船
』
（
市
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
14
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
な
表
情
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
ス
ク
リ
ュ
ー
を
取
り
付
け
、
輪
ゴ
ム
の
力
で

動
く
船
を
作
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
船
が
池
に
浮
か
び
、
実
際
に
動
き
出

す
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、
誰
の

船
が
一
番
速
い
か
、
競
走
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
水
遊
び
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
楽

し
い
夏
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 

夏
休
み
工
作
教
室
『
ス
ク
リ
ュ
ー
船
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
の
船
が
一
番
速
い
か
な

8
 1

7
 28

▲自分で作った船で競走する子どもたち

第第
2626
回
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

回
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 8/

3･4

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
釘
付
け

▲ 『獣電戦隊キョウリュウジャーショー』に見入る子どもた
ち
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

　

気
象
台
は
8
月
30
日
㈮
か
ら

『
特
別
警
報
』
の
発
表
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

『
特
別
警
報
』
は
、
現
在
の

警
報
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超

え
る
大
雨
や
地
震
、
津
波
、
火

山
噴
火
な
ど
に
よ
り
、
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
危
険
性
が
著
し

く
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び

掛
け
る
も
の
で
す
。

　

過
去
の
該
当
事
例
は
、
『
東

日
本
大
震
災
』
の
津
波
や
『
平

成
23
年
台
風
第
12
号
』
の
豪
雨

な
ど
で
す
。

　

『
特
別
警
報
』
が
発
表
さ
れ

る
の
は
、
数
十
年
に
一
度
し
か

な
い
大
雨
や
暴
風
な
ど
に
よ
り
、

非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
る
と

き
で
す
。

　

周
囲
の
状
況
や
避
難
指
示
・

勧
告
な
ど
に
注
意
し
、
避
難
所

や
屋
内
の
比
較
的
安
全
な
場
所

へ
の
避
難
な
ど
、
直
ち
に
命
を

守
る
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

特
別
警
報

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
８
回

国際空手道連盟極真会館登別道場
　

『
国
際
空
手
道
連
盟
極
真
会
館
登

別
道
場
』
は
平
成
15
年
に
発
足
し
、

毎
週
火
曜
日
に
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ

ー
で
、
初
級
班
（
18
時
〜
）
と
上
級

班
（
20
時
〜
）
に
分
か
れ
て
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で
の
30
人
で
、
夏
の

盛
り
の
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
稽

古
が
始
ま
る
前
か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い

に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　

「
空
手
は
武
道
な
の
で
礼
儀
正
し

く
、
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
す
の
は
、

指
導
者
の
苫と

ま

侑ゆ
う

我が

さ
ん
。
自
身
も
小

さ
い
頃
に
空
手
を
始
め
た
の
で
「
指

導
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
一
生
懸
命
稽

古
を
し
て
い
る
子
に
は
試
合
で
勝
た

せ
て
あ
げ
た
い
し
、
勝
っ
た
時
は
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
で
す
」

と
、
指
導
に
あ
た
っ
て
の
心
持
ち
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
強
く
な
り
た
い
」
と
、
6
月
か

ら
道
場
に
通
い
始
め
た
小
学
１
年
生

の
坪つ

ぼ

江え

慧け
い

士と

さ
ん
は
「
形
の
練
習
が

特
に
面
白
い
で
す
。
道
場
で
友
達
も

で
き
、
走
る
の
も
速
く
な
り
ま
し
た
。

以
前
よ
り
も
体
力
が
つ
い
た
と
お
母

さ
ん
に
も
褒
め
ら
れ
ま
す
」
と
空
手

を
始
め
て
か
ら
の
変
化
に
つ
い
て
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

苫
さ
ん
は
「
試
合
で
相
手
に
打
た

れ
れ
ば
当
然
痛
い
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
痛
み
を
覚
え
て
、
相
手
へ
の
思

い
や
り
を
身
に
付
け
ま
す
。
空
手
を

学
ぶ
こ
と
で
、
暴
力
を
振
る
わ
な
い

心
優
し
い
子
に
な
り
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
山や

ま

崎ざ
き

さ

ん
（
☎
011

－

375

－

8
5
1
1
）
ま
で
。

▲ミットを使っての蹴りの練習

楽しく、明るく、元気に
稽古

問
い
合
わ
せ

室
蘭
地
方
気
象
台

（
☎
㉒
４
２
４
９
）

大雨
数十年に一度の大
雨となる恐れが大
きいときに発表

噴火
居住地域に影響が
及ぶ噴火や火砕流
の恐れが大きいと
きに発表

津波
内陸まで影響が及
ぶ大津波の恐れが
大きい（ 3㍍超）
ときに発表

地震
緊急地震速報で震
度 6弱以上と予測
したときに発表

16 知って備える防災メモ・仲間たち



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

月の粗大ごみ収集１０
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）
※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意して
ください。

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

地　区 収集期間 申込期間

美園町 4～ 6丁目 10月 7 日㈪～
10月12日㈯

9月24日㈫～
10月 4 日㈮

富浦町１～ 5丁目、幸町、
登別本町、登別港町

10月14日㈪～
10月19日㈯

9月30日㈪～
10月11日㈮

片倉町、新栄町、札
内町、来馬町、富浦
町（１～ 5丁目除く）

10月21日㈪～
10月26日㈯

10月 7 日㈪～
10月18日㈮

美園町１～ 3丁目 10月28日㈪～
11月 2 日㈯

10月15日㈫～
10月25日㈮

計
画
・
税

財
政

雇
用
・
労
働

く
ら
し
と

住
ま
い

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を張って出してください。

　（１回につき 5品まで）

時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校

前
適
正
相
談
を
実
施
し
ま
す

消
防
設
備
士
試
験

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

　

9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
に
関
す
る

最
も
基
本
的
で
重
要
な
調
査
で
、
全

国
約
350
万
世
帯
の
方
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

時 

内
9
月
25
日
㈬
（
午
前
）
一
般
、

（
午
後
）
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

所
室
蘭
市
文
化
セ
ン
タ
ー

申 

消
防
本
部
や
消
防
署
、
各
消
防
支

署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
9
月
15
日
㈰
ま

で
に
北
海
道
危
険
物
安
全
協
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

時
11
月
3
日
㈰

所
内

• 

苫
小
牧
市
・
甲
種
、
乙
種
（
第
１

〜
6
類
）
、
丙
種

• 

室
蘭
市
・
乙
種
（
第
１
〜
6
類
）
、

丙
種

受
付
期
間

• 

書
面
申
請
9
月
24
日
㈫
〜
10
月
１

日
㈫

• 

電
子
申
請
9
月
21
日
㈯
〜
28
日
㈯

※ 

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※ 
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

時
平
成
26
年
3
月
14
日
ま
で

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
・

思
0
1
2
5
52
9
1
7
7
）

時
11
月
3
日
㈰

所
苫
小
牧
市

内 

甲
種
（
第
1
〜
5
類
）
、
乙
種

（
第
1
〜
7
類
）

受
付
期
間

• 

書
面
申
請
9
月
24
日
㈫
〜
10
月
１

日
㈫

•
電
子
申
請
9
月
21
日
㈯
〜
28
日
㈯

※ 

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※ 

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

　

新
築
・
改
築
し
た

方
や
表
示
板
を
紛
失
・

破
損
し
た
方
に
、
家

屋
な
ど
の
所
在
を
わ

か
り
や
す
く
す
る
家

屋
表
示
板
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

申 

9
月
30
日
㈪
ま
で
に
都
市
計
画
・

公
園
Ｇ
（
☎
85
4
1
1
5
）

　

市
民
税
・
道
民
税
（
第
2
期
）
、

国
民
健
康
保
険
税
（
第
4
期
）
、
介

護
保
険
料
（
第
3
期
）
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
（
第
3
期
）
の
納
期

限
は
9
月
30
日
㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問 

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）
、
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7
1

高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）、）、

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1

3
7
）

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

　

統
計
調
査
員
が
伺
っ
た
と
き
は
、

調
査
票
へ
の
記
入
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
、
調
査

内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
総
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
3
0
）
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そ
の
ほ
か
の

お
知
ら
せ

募　

集

時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

家
畜
商
講
習
会

ふ
れ
あ
い
就
職
面
接
会

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
・

救
急
員
養
成
講
習

救
急
員
資
格
継
続
研
修
会

釣
り
人
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

愛
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

時 
11
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
9
時
〜
17

時
所
北
海
道
庁
別
館

内 

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令
、
品

種
、
特
徴
、
悪
癖
、
機
能
障
害
、

疾
病
な
ど

申 

9
月
19
日
㈭
ま
で
に
農
林
水
産
Ｇ

備
え
付
け
の
願
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

問
農
林
水
産
Ｇ
（
☎
85
2
3
2
1
）

時
9
月
27
日
㈮
14
時
〜
16
時

所
ホ
テ
ル
セ
ピ
ア
ス
花
壇
（
室
蘭
市
）

対
障
が
い
の
あ
る
方

内 

各
企
業
に
よ
る
集
団
面
接

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

 

（
☎
㉒
8
6
8
9
）

時• 

基
礎
講
習
9
月
29
日
㈰
9
時
〜
14

時
• 

養
成
講
習
9
月
29
日
㈰
14
時
〜
17

時
、
10
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
9
時

〜
17
時

所
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対 

15
歳
以
上
で
3
日
間
と
も
受
講
で

き
る
方

※
基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可
。

内 

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た

除
細
動
、
傷
の
手
当
て
、
止
血
方

法
、
搬
送
・
救
護
な
ど

※ 

全
日
程
を
修
了
し
た
方
に
は
『
受

講
証
』
を
、
最
終
日
の
検
定
の
成

績
優
秀
者
に
は
『
認
定
証
』
を
交

付
し
ま
す
。

定
15
人
（
申
込
順
）

費
各
１
千
500
円

時
9
月
8
日
㈰
9
時
〜
14
時

所
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

　

胆
振
総
合
振
興
局
管
内
沖
合
海
域

で
は
資
源
保
護
の
た
め
、
全
長
35
㌢

㍍
未
満
の
マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
（
タ
カ

ノ
ハ
）
は
海
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

胆
振
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務

局
（
☎
㉔
9
8
1
2
）

　

7
月
16
日
、
台
湾
で
52
年
ぶ
り
に

狂
犬
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
57
年
間
、
狂
犬
病
の
発

生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
犬

の
飼
い
主
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を

年
１
回
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
予
防
注
射
は
市
内
の
動
物

病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

対 

救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取
得
し

て
か
ら
2
年
以
上
経
過
し
た
方

内 

心
肺
蘇
生
法
の
復
習
、
認
定
取
得

後
の
実
技
の
変
更
点
な
ど
の
確
認

定
15
人
（
申
込
順
）

費
１
千
150
円

申 

9
月
4
日
㈬
ま
で
に
日
本
赤
十
字

社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福

祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

申 

9
月
25
日
㈬
ま
で
に
日
本
赤
十
字

社
登
別
市
地
区
事
務
局
（
社
会
福

祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1
1
）

9月10日は下水道の日です 保健師（臨時職員）を募集します

申し込み
人事・行政管理グループ（☎851132）

献血にご協力ください
時10月 2 日㈬14時30分～16時30分
所三愛病院
問健康推進Ｇ（☎85０１００）

◎募集人数　 2人
◎ 応募要件　保健師または助産師資格
と普通自動車免許を有する方

◎ 任用期間　平成26年 3 月31日まで
（更新する場合があります）

◎勤務場所　しんた21
◎勤務条件
•賃金　時給1,040円
• 勤務時間　月～金曜日 9時～17時30
分（月14日以内）

•休日　土・日曜日、祝日など
◎選考方法　面接

　市は、下水道の日にちなみ、 9月を『下水道促進月間』とし
て、未水洗化家屋の訪問調査を行います。
　ご理解とご協力をお願いします。
◎トイレの水洗化はお済みですか～清潔で快適な生活のために～
　登別の恵まれた自然環境を守り快適な生活を営むため、市は
多くの費用を掛けて下水道の整備を進めています。
　この下水道の機能を十分に発揮させるためには、下水道が利
用できるようになった区域の皆さんに、一日も早くトイレの水
洗化や台所、浴室などからの汚水を下水道に流す設備を設けて
いただく必要があります。
◎融資のあっせん制度をご利用ください
　下水道が利用できるようになった区域で、トイレの水洗化工
事や排水設備設置の工事を行う場合、市は皆さんの費用負担を
軽減し、水洗化を促進するため、融資のあっせん制度を設けて
います。
◎下水道はみんなで使う公共の財産です
　一人一人がルールを守り上手に使いましょう。
•水洗トイレには専用の紙以外流さない
•台所から食用油・野菜くずなどを流さない
•雨水や雪を下水道管に入れない

問い合わせ　下水道グループ（☎85９０５２）
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し尿収集日のお知らせし尿収集日のお知らせ 期間：10月～平成26年 3 月期間：10月～平成26年 3 月

町  名 丁 番 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

登別本町

1丁目 30･31 12･13 5 ･ 6 14･15

2 丁目
1～24番地 1 ･ 2 14･16･17 7 ･ 8 17･18
25番地～ 5 ･ 6 18･19 10･12 19･20

3 丁目 7 ･ 8 20･21･24 13･14 22･24

登別東町

1丁目 9 ･11･12 25･26･27 15･17 25･26
2 丁目 13･14 6 ･ 7 ･ 8 18･19 27･28
3 丁目 15･16 9 ･10 20･21 29･31

4 丁目
1～29番地 7 ･ 8 ･ 9 25･26･27 18･20･21 27･28
30番地～　 3 ･ 4 ･ 5 20･21･22 15･16･17 25･26

5 丁目
1～30番地 18･19･21 30 2 ･ 3 24･25･27 4 ･ 5 ･ 6
31番地～　 15･16･17 28･29 22･23 1 ･ 3

富 浦 町 全  域 23･24･25 5 ･ 6 ･ 7 29･30･31 8 ･10･11
千 歳 町 4～ 6丁目 22 4 28 7
幌 別 町 全  域 26･28･29 9 ･10･11 1 ･ 3 ･ 4 12･13
中 央 町 全  域 1 ･ 2 18･19 11･14 22･24
柏 木 町 全  域 31 1 14･16 1 ･ 3 15･17
片 倉 町 全  域 19･21 2 ･ 3 21･22 3 ･ 4
大 和 町 全  域 22 4 ･ 5 23 5 ･ 6
若 山 町 全  域 23 6 24 7
富 岸 町 1～ 3丁目 2 ･ 5 17･18 4 ･ 5 18･19

新 生 町
1～ 3丁目 14･15 6 ･ 7 15･17 29･31
4 ～ 6 丁目 1 ･ 2 16･18･19 8 ･ 9 18･19

栄　 町 全  域 3 ･ 4 ･ 5 20･21 10･11 20･21

鷲 別 町
1～ 3丁目 7 ･ 8 ･ 9 22･25･26 14･15･16 22･24･25
4 ～ 6 丁目 15･16･17･18 27･28･29･30 17･18･20 26･27･28 1

若 草 町
1～ 4丁目 24･25･26 7 ･ 9 ･10 25･27･28 8 ･10･11
5 ・ 6 丁目 28･29 11･12 29･30 12･13

美 園 町
1～ 4丁目 6 ･ 7 ･ 8 ･ 9 19･20･21･24 6 ･ 7 ･ 8 ･10 20･22･24･25
5 ・ 6 丁目 11･12･13 25･26･27 12･13･14 26･27･28

上鷲別町 全  域 30 13 31 14

◆
臨
時
収
集
地
域

カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、

札
内
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町
、
新
栄
町
、
幸

町
、
登
別
港
町
、
桜
木
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
千
歳
町

（
１
〜
3
丁
目
と
一
部
地
域
）
、
新
川
町
、
富
岸
町
の

一
部
、
常
盤
町
、
富
士
町

▼ 

収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
5
日
程
度
の
余
裕
を
み
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※ 

10
月
10
日
〜
14
日
は
、
し
尿
投
入
施
設
点
検
整
備
の
た

め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
収
集
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
に
立
ち
会
っ
て
、
収
集
量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
方
は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
日
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

▼ 

臨
時
収
集
や
緊
急
で
の
収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼ 

転
居
・
転
出
す
る
方
は
、
必
ず
最
終
く
み
取
り
を
し
て

く
だ
さ
い

◆
臨
時
収
集
・
最
終
く
み
取
り
の
申
し
込
み

　

収
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

㈱
東
洋
興
業
（
☎
85
2
9
3
5
）

　

9
時
〜
16
時 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
31
日
〜
1
月
5
日
を
除
く
。

◆
料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ 

　

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

10月19日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：増

ます

川
かわ

拓
たく

さん
定員：各 6人

10月11日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

※ 相談日は、通知が届き
次第、本人から弁護士
に電話予約。

担当弁護士事
務所

9月27日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

9 月28日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類など
定員：10人

9 月27日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民生活相談 随時 市民サービス
グループ 市民生活や多重債務、ＤＶ 市民サービスＧ

（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

9 月19日㈭
14時～17時30分

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

9月12日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

9 月26日㈭・27日㈮
…20時まで
9月28日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日（祝日を
除く）10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

9 月13日㈮・27日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

高齢者・障がい者
の人権あんしん相
談

9 月 9 日㈪～13日㈮
8時30分～19時 電話で直接相

談
高齢者や障がいのある方に対
する虐待や嫌がらせなど

全国共通人権相談
ダイヤル
（☎0570-003-110）9 月14日㈯・15日㈰

10時～17時

公証週間 10月 1 日㈫～ 7日㈪ 電話で直接相
談

遺言、各種契約、任意後見契
約、私署証書の認証などにつ
いて

室蘭公証役場
（☎44 8 6 3 0 ）
札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

20 困った！ときにはまず相談



き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

子
育
て

す
く
す
く

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4カ月児健康診査

（平成25年 5 月16日～
 平成25年 6 月15日生まれ）

10月17日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成24年12月生まれ）

10月30日㈬
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成24年 3 月生まれ）

10月23日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児健康診査
（平成22年 9 月生まれ）

10月 9 日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

乳幼児健康相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

10月31日㈭
9時30分～
10時30分　

発育・発達・育児・栄
養などの相談 母子健康手帳

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

ど
も
と
そ
の
保
護
者

•
2
歳
児
グ
ル
ー
プ

10
月
3
日
〜
31
日
の
毎
週
木
曜
日
・

2
歳
6
カ
月
〜
3
歳
6
カ
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

内 

手
遊
び
、
絵
本
、
体
操
、
戸
外
遊

び
、
集
団
遊
び
、
製
作
な
ど

定
各
10
組
（
申
込
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申 
9
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮
に
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

◎
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

時
対

•
１
歳
児
グ
ル
ー
プ

9
月
24
日
〜
11
月
12
日
の
毎
週
火

曜
日
（
10
月
１
日
は
除
く
）
・
１

歳
6
カ
月
〜
2
歳
5
カ
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

•
2
歳
児
グ
ル
ー
プ

9
月
26
日
〜
11
月
7
日
の
毎
週
木

曜
日
・
2
歳
6
カ
月
〜
3
歳
5
カ

月
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30

分
。

内 

手
遊
び
、
絵
本
、
体
操
、
運
動
遊

び
、
製
作
な
ど

定 

各
10
組
（
申
込
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申 

9
月
9
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
同
セ
ン

タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

◎
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

•
１
歳
児
グ
ル
ー
プ

10
月
１
日
〜
29
日
の
毎
週
火
曜
日
・

１
歳
6
カ
月
〜
2
歳
5
カ
月
の
子

時
9
月
20
日
㈮
10
時
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

内 

夏
の
疲
れ
を
取
り
、
寒
い
冬
に
向

け
た
体
調
管
理
を
、
東
洋
医
学
を

ベ
ー
ス
に
考
え
ま
す

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支
援
を

し
て
い
る
指
導
者

定
15
組
（
申
込
順
）

※ 

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

持 

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、
リ
ュ
ッ

ク
、
帽
子
、
飲
み
物
、
軍
手

申 

9
月
19
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－
0
8
6
5
）

あ
そ
び
の
広
場

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

健
　
　
康

い
き
い
き

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

『
救
急
の
日
』
に
ち
な
み
、
市
民

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時
9
月
6
日
㈮
18
時
30
分

所
室
蘭
・
登
別
保
健
セ
ン
タ
ー

内 

胸
痛
に
伴
う
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
、

失
神
を
引
き
起
こ
す
不
整
脈
、
異

常
高
血
圧
に
よ
る
緊
急
症

問
室
蘭
市
医
師
会
（
☎
45
4
3
9
3
）

時 

10
月
2
日
〜
11
月
6
日
の
毎
週
水

曜
日
・
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

所
室
蘭
歯
科
医
師
会
館

対
西
胆
振
地
域
在
住
の
方

内 

食
や
栄
養
、
会
話
な
ど
身
近
な
こ

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

と
と
口
に
ま
つ
わ
る
話

※ 

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
方
に

は
、
『
認
定
証
』
と
『
特
製
ハ
ミ

ガ
キ
ボ
ル
タ
ピ
ン
バ
ッ
ジ
』
を
差

し
上
げ
ま
す
。

定
30
人
（
申
込
順
）

申
室
蘭
歯
科
医
師
会

 

（
☎
43
3
5
2
2
）

時
9
月
6
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

所
登
別
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定
20
組
（
申
込
順
）

内 

登
別
温
泉
に
遊
び
に
行
き
ま
す

持 

防
寒
着
、
着
替
え
、
昼
食
、
飲
み

物
※ 

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申 

9
月
5
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
9
月
21
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対
子
育
て
中
の
方

定
15
人
（
申
込
順
）

内 

災
害
時
に
も
役
立
つ
キ
ャ
ン
プ
道

具
を
使
っ
て
調
理
体
験
を
し
ま
す

費
200
円

持 

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・
靴
、
リ
ュ

ッ
ク
、
帽
子
、
飲
み
物
、
軍
手

※ 

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申 

9
月
20
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

時
10
月
１
日
㈫
9
時
30
分
〜
13
時

所
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対 

１
歳
6
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

定
15
組
（
申
込
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持 
昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、
着
替
え
、

帽
子
、
タ
オ
ル

※ 

当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申 

9
月
17
日
㈫
〜
20
日
㈮
に
登
別
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
80
2
7

7
2
）

時
所

•
9
月
4
日
㈬
鷲
別
公
民
館

•
9
月
18
日
㈬
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

市
民
健
康
教
室

〜
緊
急
治
療
が
必
要
な

心
臓
血
管
の
病
気
〜

お
口
の
大
学
院　

 

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ウ
ス
健
口
講
座

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

親
子
バ
ス
遠
足

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問室蘭歯科医師会（☎43３５２２） 問学校教育Ｇ（☎88１１６２）

日時 診療所・住所・電話

9 月 1 日㈰
9時～11時

徳満歯科医院 （☎83３７１１）
登別市登別東町１丁目18－１

9月 8日㈰
9時～11時

水野歯科医院 （☎44４５００）
室蘭市東町 2丁目19－14

9 月15日㈰
9時～11時

八丁平歯科医院 （☎46１１８２）
室蘭市八丁平 2丁目27－16

9 月16日㈪
9時～11時

サイトウ歯科医院 （☎43６６８６）
室蘭市日の出町 2丁目16－11

9 月22日㈰
9時～11時

柴田歯科高砂デンタルオフィス
 （☎45８４８４）
室蘭市高砂町 3丁目 9－20

9 月23日㈪
9時～11時

白鳥台歯科医院 （☎59５５６７）
室蘭市白鳥台 5丁目 3－43

9 月29日㈰
9時～11時

すずき歯科医院 （☎46３４３４）
室蘭市高砂町 5丁目12－15

9 月の歯科救急医療 新入学児童健康診断を新入学児童健康診断を
必ず受診してください必ず受診してください

　平成26年に小学校に入学する児童の健康
診断を行います。
対  市内に居住する平成19年 4 月 2 日～平成
20年 4 月１日生まれの方
場所 健康診断 簡易テスト

幌別小学校 10月11日㈮ 10月 2 日㈬
幌別西小学校 10月17日㈭ 10月30日㈬
幌別東小学校 10月22日㈫ 10月31日㈭
青葉小学校 10月10日㈭ 10月29日㈫
鷲別小学校 10月 9 日㈬ 10月30日㈬
若草小学校 10月25日㈮ 10月24日㈭
登別小学校 10月15日㈫ 10月18日㈮
富岸小学校 10月18日㈮ 10月21日㈪

※入学予定校で受診してください。
※ 対象の方で、10月 4 日㈮までに通知が届
かないときは、お問い合わせください。

22 すくすく子育て　いきいき健康



乳がん・子宮頸がん検診を受診しましょう乳がん・子宮頸がん検診を受診しましょう胃がん・大腸がん検診を受診しましょう胃がん・大腸がん検診を受診しましょう

申し込みは、10月 4 日㈮までに、①希望する検診名②氏
名（ふりがな）、生年月日③住所、電話番号④希望する
日程⑤健康保険の種類を記入し、郵送（当日消印有効）
またはファクス、Ｅメールで健康推進グループ（〒059‒
0016片倉町 6 丁目 9 －１、思85 0 1 1 1 、Ｅメールshi
nta21@city.noboribetsu.lg.jp）
※１人につき１枚で申し込みください。
※ 定員を超えた場合は抽選を行い、結果は検診の10日前
までに通知します。

申し込みは、 9月27日㈮までに、①希望する検診名②氏
名（ふりがな）、生年月日③住所、電話番号④希望する
検診の会場、日程⑤健康保険の種類を記入し、郵送（当
日消印有効）またはファクス、Ｅメールで健康推進グル
ープ（〒059‒0016片倉町 6丁目 9－１、思85 0 1 1 1 、
Ｅメールshinta21@city.noboribetsu.lg.jp）
※１人につき１枚で申し込みください。
※ 定員を超えた場合は抽選を行い、結果は検診の10日前
までに通知します。

問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

受
診
し
ま
せ
ん
か

受
診
し
ま
せ
ん
か

時
所

•
11
月
11
日
㈪
市
民
会
館

•
11
月
12
日
㈫
鷲
別
公
民
館

•
11
月
13
日
㈬
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

• 

12
月
3
日
㈫
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

対 

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方

※ 

特
定
健
診
・
健
康
診
査
、
短
期
人

間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
と
の
重
複

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

内• 

必
須
項
目　

身
体
・
血
圧
・
視
力
・

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

• 

選
択
項
目　

胃
が
ん
検
診
（
バ
リ

ウ
ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50

歳
以
上
の
男
性
で
治
療
中
で
な
い

方
）

費
１
千
円
（
選
択
項
目
は
無
料
）

※ 

保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
あ
る
方

は
、
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

持
特
定
健
診
・
健
康
診
査
の
受
診
券

時
11
月
8
日
㈮
・
11
日
㈪
13
時
30
分

所
し
ん
た
21

対
19
歳
〜
39
歳
の
女
性

※ 

今
年
度
40
歳
に
な
る
方
は
対
象
外

で
す
。

内 

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
（
貧
血
・
脂
質
・
血
糖

値
）

定
各
60
人
（
抽
選
）

費 

１
千
500
円
（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
は
無
料
）

申 

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月

日
②
住
所
、
電
話
番
号
③
希
望
す

る
月
日
、
④
健
康
保
険
の
種
類
⑤

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
年
齢
を
記
入
し
、
10
月

4
日
㈮
ま
で
に
、
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

時
所

• 

10
月
19
日
㈯
・
室
蘭
市
保
健
セ
ン

タ
ー

• 

11
月
16
日
㈯
・
伊
達
市
保
健
セ
ン

タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
14
時
〜
17
時
。

対
20
歳
以
上
の
方

内
問
診
、
視
診
、
触
診

定
各
100
人
程
度
（
抽
選
）

申 

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月

日
、
性
別
②
住
所
、
電
話
番
号
③

希
望
す
る
会
場
（
室
蘭
会
場
、
伊

達
会
場
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
）
を

記
入
し
、
9
月
13
日
㈮
ま
で
に
、

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
健
康
推
進
Ｇ
（
〒
059

－

0
0
1
6
片
倉
町
6
丁
目
9

－

１
、
思
85
0
1
1
1
）

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

千
円
ド
ッ
ク

女
性
の
た
め
の
健
康
診
査

口
腔
が
ん
検
診

 

室
蘭
歯
科
医
師
会　

申 

9
月
6
日
㈮
〜
10
月
18
日
㈮
（
鉄

南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
11
月
１

日
㈮
ま
で
）
に
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
85
1
7
7
1
）
ま
た
は
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

メ
ー
ル
で
健
康
推
進
Ｇ
（
〒
059

－

0
0
1
6
片
倉
町
6
丁
目
9

－

１
、

思
85
0
1
1
1
、
Ｅ
メ
ー
ル
：s

hinta21@
city.nob

orib
et

su.lg.jp

）

※ 

１
人
に
つ
き
１
枚
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
を
行
い
、
結
果
は
検
診
の
2

週
間
前
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

検診名 乳がん検診 子宮頸がん検診

日時
11月 9 日㈯

午前の部： 8時30分～
午後の部：12時30分～

11月23日㈯
午前の部： 9時～
午後の部：13時～

場所 しんた21
対象 奇数月生まれの40歳以上の女性 奇数月生まれの20歳以上の女性

内容 視触診・
マンモグラフィー検査 子宮頸部細胞診

定員 午前：50人、午後：40人 午前・午後：各100人

料金
2,200円（50歳以上は1,900円） 1,700円
国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護
世帯、市民税非課税世帯は無料です。

検診名 胃がん検診 大腸がん検診

場所
日時

鷲別公民館　10月21日㈪ 8時30分～12時
しんた21　　10月28日㈪ 8時30分～12時
※詳しい時間は個別通知します。　　　

対象 40歳以上の方

内容 バリウム検査 便潜血検査

定員 各45人 各50人

料金
2,900円 1,100円

国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護
世帯、市民税非課税世帯は無料です。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

９
月
号

　

扇
模
様
の
お
し
ゃ
れ
な
ベ
ス
ト
の

編
み
方
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

時 

10
月
１
日
㈫
・
3
日
㈭
・
8
日
㈫

　

9
つ
の
合
唱
団
に
よ
る
個
別
の
演

奏
の
ほ
か
、
全
団
体
合
計
94
人
で
の

合
同
合
唱
を
お
贈
り
し
ま
す
。
合
同

合
唱
は
客
席
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌

い
上
げ
る
予
定
で
す
。

時
9
月
15
日
㈰
15
時

内 

各
合
唱
団
発
表
、
混
声
合
唱
『
あ

の
す
ば
ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
』

『
花
は
咲
く
』
『
大
地
讃さ

ん

頌し
ょ
う』

費
500
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

問
登
別
合
唱
協
会
・
谷
本
さ
ん

 

（
☎
㉓
0
3
4
1
）

　

漢
詩
・
短
歌
・
俳
句
を
楽
し
く
吟

じ
ま
す
。

時
9
月
14
日
㈯
10
時
〜
12
時

定
15
人
（
申
込
順
）

持
筆
記
用
具

申 

9
月
11
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　

講
師
に
よ
る
対
局
指
導
を
行
い
ま

す
。

時
9
月
21
日
㈯
10
時
〜
12
時

対 
定
小
学
生
以
上
の
方
・
20
人
（
申

込
順
）

申 

9
月
18
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

　

日
本
古
来
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

時
9
月
29
日
㈰
10
時
〜
12
時

定
10
人
（
申
込
順
）

　

江
差
追
分
の
う
た
い
方
を
学
び
ま

　

会
員
に
よ
る
書
道
展
で
す
。

時
9
月
24
日
㈫
〜
10
月
１
日
㈫

問
同
会
・
中
里
さ
ん

 

（
☎
85
5
1
7
6
）

　

8
月
に
カ
ン
ト
・
レ
ラ
で
行
わ
れ

た
絵
画
・
陶
芸
教
室
の
作
品
展
で
す
。

時
9
月
19
日
㈭
〜
21
日
㈯

問 

登
別
美
術
協
会
・
佐
藤
さ
ん

（
☎
090

－

8
2
7
8

－

7
5
4
9
）

第
49
回
登
別
市
民
文
化
祭

『
登
別
コ
ー
ラ
ス

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
35
』

詩
吟
教
室

囲
碁
教
室

子
ど
も
将
棋
教
室

江
差
追
分
道
場

書
道
同
好
会
楽
伸
会

 

『
書
道
作
品
展
』

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

『
絵
画
・
陶
芸
作
品
展
』

編
み
物
（
手
編
み
）
教
室

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 
『
の
ぼ
り
ん
』

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

時
9
月
21
日
㈯
13
時
30
分

対 

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

『
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
』
に
よ
る
、

大
人
を
対
象
と
し
た
読
み
語
り
で
す
。

　

癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
と

　

わ
ら
べ
う
た
と
赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
ク
レ
ヨ
ン
遊
び
（
9
月
の
み
）

の
ほ
か
、
絵
本
を
読
み
ま
す
。

時 

9
月
18
日
㈬
、
10
月
2
日
㈬
10
時

30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居
を

し
ま
す
。

時
9
月
28
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

札
幌
市
の
北
海
道
立
文
書
館
を
訪

問
し
ま
す
。

時
9
月
21
日
㈯
10
時
〜
17
時

定
15
人
（
申
込
順
）

申 

9
月
4
日
㈬
〜
18
日
㈬
に
市
立
図

書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

お
は
な
し
く
れ
よ
ん

お
は
な
し
ぽ
け
っ
と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

え
ほ
ん
の
へ
や
の

 

お
は
な
し
会　

大
人
に
よ
る
大
人
の
た
め
の

 

『
読
み
語
り
』

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

10
時
〜
12
時

対 

定
費
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
方
・
20
人
（
申
込
順
）
・
2
千

300
円

持
か
ぎ
針
4
号
・
5
号

申 
9
月
13
日
㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

す
（
録
音
可
）
。

時
9
月
14
日
㈯
14
時
〜
16
時

定
20
人
（
申
込
順
）

持
筆
記
用
具

申 

9
月
11
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申 

9
月
26
日
㈭
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

と
も
に
、
絵
本
の
魅
力
に
触
れ
、
絵

本
と
児
童
文
学
の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。

時
9
月
14
日
㈯
15
時
〜
16
時

対
18
歳
以
上
の
方

問
市
立
図
書
館
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職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ
か
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

上
手
な
検
索
の
仕
方
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

時
9
月
28
日
㈯
15
時

問
市
立
図
書
館

　

絵
本
と
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

時
10
月
5
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
市
立
図
書
館

　

大お
お

西に
し

正ま
さ

美み

さ
ん
に
よ
る
子
ど
も
向

け
の
ヨ
ガ
教
室
で
す
。

時
10
月
5
日
㈯
15
時
〜
15
時
45
分

対
3
〜
7
歳
の
方
（
保
護
者
同
伴
）

持
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問
市
立
図
書
館

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
9
月

お
じ
さ
ん
ズ

キ
ッ
ズ　

ヨ
ガ

休
館
情
報

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 
利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

27
日
㈮
）
。

問
市
立
図
書
館

15
人
（
申
込
順
）
・
2
千
800
円

申 

9
月
4
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
か
ら
１
・
5
㌔

㍍
先
の
カ
マ
ン
ペ
ツ
木
も
れ
び
の
森

ま
で
散
策
を
楽
し
み
ま
す
。
森
の
手

入
れ
を
行
い
、
河
原
の
カ
フ
ェ
で
お

い
し
い
お
茶
を
楽
し
み
ま
す
。

時
9
月
7
日
㈯
10
時
〜
15
時

定
費
15
人
（
申
込
順
）
・
200
円

申 

9
月
6
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

恒
例
の
登
山
＆
山
小
屋
泊
企
画
を

今
年
も
行
い
ま
す
。
重
い
荷
物
を
背

負
っ
て
の
登
山
と
山
小
屋
で
の
宿
泊

を
満
喫
し
た
翌
日
は
、
ご
来
光
を
見

る
た
め
に
早
朝
登
山
を
す
る
予
定
で

す
。

時
9
月
7
日
㈯
10
時
〜
8
日
㈰
12
時

対 

定
費
小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生
・

）・

　

清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、

起
伏
に
富
ん
だ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
コ

ー
ス
を
走
り
ま
す
。
距
離
は
20
㌔
㍍
、

10
㌔
㍍
、
5
㌔
㍍
、
3
㌔
㍍
の
中
か

ら
体
力
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

時
9
月
29
日
㈰
8
時
〜
12
時
30
分

定 

費
4
コ
ー
ス
合
計
150
人
（
申
込
順

　

2
千
円
（
小
学
生
以
下
１
千
500
円
）

申 

9
月
12
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
か
ら
少
し
遠
く

へ
、
秋
の
森
を
た
く
さ
ん
歩
く
遠
足

に
出
掛
け
ま
す
。

時
9
月
13
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

対 

費
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
・
１

組
300
円
（
3
人
目
以
降
100
円
）

持 

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
着
替

え
申 

9
月
10
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

森
か
ら
つ
な
が
る
環
境
保
全

『
木
も
れ
び
の
森
・

 

秋
整
備
＆ア

ン
ド

カ
フ
ェ
』

山
の
学
校

『
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
登
山
＆ア

ン
ド

 

山
小
屋
泊
』

コ
ー
ザ
ン
・
グ
リ
ー
ン
レ
ー
ス

 
『
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
』

森
の
サ
ロ
ン

『
秋
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

 

ち
ょ
っ
ぴ
り
遠
出
』

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

第７回鷲別海岸海洋浴ウォーキングまつり第７回鷲別海岸海洋浴ウォーキングまつり
日時　10月 5 日㈯　10時30分～14時
※悪天候の場合は翌日に延期。
場所　鷲別漁港特設ステージ
内 容　血圧・骨密度測定、海産物・野菜の直売、
鷲別子ども獅子舞、和太鼓演奏、抽選会（温泉
ペア宿泊券）など
問 い合わせ　鷲別海岸イベント実行委員会・林田
さん（☎090－3776－4868）

ウォーキング・
ノルディックウォーキング

鷲別漁港～栄町（ 5㌔㍍、往復約１時間）
時間　10時30分～
※ 9時30分から受け付け。
参加料　200円（中学生以下無料）
※参加者に湯の花をプレゼント（先着300人）。
※ 希望者にはノルディックウォーキングのポー
ルを貸し出しします（先着50人）。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

時
9
月
15
日
㈰
10
時
〜
14
時

対 

費
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者
・
200
円

持 

濡
れ
て
も
い
い
服
装
と
靴
、
昼
食
、

飲
み
物
、
着
替
え

申 

9
月
12
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
9
月
26
日
㈭
10
時
〜
15
時

所
と
も
か
な

定
費
25
人
（
申
込
順
）
・
3
千
500
円

申
9
月
12
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

食
の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
を
作
り

ま
す
。
作
っ
た
料
理
を
2
人
分
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
9
月
21
日
㈯
15
時
〜
17
時

所
と
も
か
な

対 

定
費
男
性
・
6
人
（
申
込
順
）
・

１
千
円

申 

9
月
19
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
の
畑
『
は
っ
た

け
』
で
栽
培
し
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
を
収
穫
し
、

み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作
っ
て
食
べ
ま

す
。

時
9
月
8
日
㈰
10
時
〜
13
時

定
費
50
人
（
申
込
順
）
・
200
円

持
汚
れ
て
も
い
い
服
装
と
靴
、
軍
手

申 

9
月
7
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

せ
せ
ら
ぎ
が
き
れ
い
な
冒
険
の
森

へ
出
掛
け
ま
す
。

　

の
こ
ぎ
り
や
く
ぎ
を
使
い
、
風
倒

木
を
活
用
し
て
里
山
の
遊
び
場
を
つ

く
り
ま
す
。

時
9
月
21
日
㈯
10
時
〜
13
時

定 

費
30
人
（
申
込
順
）
・
200
円
（
小

学
生
以
下
100
円
）

持
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申 

9
月
20
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

リ
ヤ
カ
ー
に
仕
事
セ
ッ
ト
を
積
ん

で
森
へ
入
り
、
散
策
路
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

時
9
月
14
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
費
小
学
生
・
200
円

持
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申 

9
月
11
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

は
っ
た
け
収
穫
祭

森
の
よ
う
ち
え
ん

 

『
せ
せ
ら
ぎ
冒
険
の
旅
へ
』

里
山
づ
く
り
の
日

 

『
風
倒
木
Ｄデ
Ｅ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
②
』

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

『
カ
マ
ン
ペ
ツ

 

木
も
れ
び
の
森
整
備
』

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

秋
の
気
配
を
た
た
え
た
鉱
山
の
森

に
、
ゆ
っ
く
り
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
掛

け
ま
せ
ん
か
。

時
9
月
23
日
㈪
10
時
〜
15
時

定 

費
50
人
（
申
込
順
）
・
700
円
（
小

学
生
以
下
300
円
、
未
就
学
児
無
料
）

持
昼
食
、
飲
み
物

申 

9
月
21
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

昔
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
鉱
山
地
区

を
散
策
し
ま
す
。

時
9
月
23
日
㈪
10
時
〜
14
時

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
200
円

持
昼
食
、
飲
み
物

申 

9
月
22
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

秋
の
ワ
ン
デ
イ
ハ
イ
ク

鉱
山
大
同
窓
会

そ
の
他

　

市
内
や
近
郊
で
も
の
づ
く
り
を
し

て
い
る
主
婦
が
集
ま
っ
て
開
催
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

時
9
月
14
日
㈯
10
時
〜
15
時

所
ブ
テ
ィ
ッ
ク
花

問 

藤
井
さ
ん

（
☎
090

－

7
5
1
1

－

0
2
3
4
）

　

千
歳
市
の
防
災
セ
ン
タ
ー
『
そ
な

え
ー
る
』
で
研
修
を
行
い
、
北
広
島

市
の
く
る
る
の
杜
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ラ

ン
チ
で
旬
の
野
菜
を
食
べ
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

 

『
の
ぼ
り
べ
つ
小
さ
な
宝
物
展
』

大
人
の
ラ
ン
チ
会
特
別
企
画

 

初
秋
の
バ
ス
見
学
会

　

料
理
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、
夕

　

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
で
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

時 
9
月
7
日
㈯
・
28
日
㈯
10
時
〜
12

時
所
と
も
か
な

費 

１
千
200
円
〜
（
作
る
物
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

申
前
日
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

男
の
料
理
教
室

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

ドングリをください
　

体
験
学
習
用
の
登
別
産
ド

ン
グ
リ
を
集
め
て
い
ま
す
。

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
ま
が
玉
の
か
け
ら
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

提 

供
方
法　

10
月
13
日
㈰
ま

で
に
カ
ン
ト
・
レ
ラ
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い

※ 

虫
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
拾
い
次
第
お

早
め
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

カ
ン
ト
・
レ

ラ
（
☎
84
2
0
6
9
）
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亀
田
記
念
公
園
周
辺
か
ら
富
岸
公

園
ま
で
を
清
掃
し
て
、
そ
の
後
釣
り

体
験
を
し
ま
す
。
釣
っ
た
魚
は
持
ち

帰
れ
ま
す
。

時
9
月
28
日
㈯
9
時
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対 

定
費
小
学
3
年
生
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者
１
人
に

対
し
て
子
ど
も
１
人
ま
で
）
・
20

組
（
申
込
順
）
・
500
円
（
保
険
料

を
含
む
）

持
軍
手
、
タ
オ
ル

申 

9
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1

1
6
）

　

初
級
資
格
者
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
）
の
養
成
講
座
で
す
。

時
10
月
13
日
㈰
9
時
〜
17
時

所
鷲
別
公
民
館

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
地
図

と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て
野
山
に
設
け

ら
れ
た
地
点
を
回
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

小
学
生
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
く

参
加
で
き
ま
す
。

時
10
月
14
日
㈪
9
時
30
分
〜
13
時

所
札
内
高
原
館

対
小
学
生
以
上
の
方

持
コ
ン
パ
ス
（
持
っ
て
い
る
方
）

問 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
実
行

委
員
会
・
佐
藤
さ
ん
（
☎
85
3
8

7
5
）

親
子
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー

 
＆ア

ン
ド

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

初
級
資
格
者
養
成
講
座

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

 

大
会

　

日
常
的
な
会
話
を
学
び
ま
す
。

時 

10
月
3
日
〜
24
日
の
月
・
木
曜
日

（
14
日
を
除
く
）
18
時
30
分
〜
20

時
所
鷲
別
公
民
館

対 

定
費
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
18
歳
以
上
の
方
・
20
人
（
申
込

順
）
・
2
千
円

持
筆
記
用
具

申 

9
月
18
日
㈬
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ

　

カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
の
頂
上
で
南
に
向

か
う
ワ
シ
や
タ
カ
の
渡
り
を
観
察
し

ま
す
。

※
登
山
を
伴
う
活
動
で
す
。

時
9
月
16
日
㈪
7
時
〜
15
時

所
見
晴
公
園

対 

定
費
18
歳
以
上
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
200
円

持 

昼
食
、
飲
み
物
、
双
眼
鏡
（
持
っ

室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座

初
心
者
英
会
話
教
室

猛
禽
（
も
う
き
ん
）

 

渡
り
調
査
2
0
1
3

費 

１
万
2
千
円
（
認
定
証
発
行
は
別

途
5
千
150
円
）

申 

9
月
26
日
㈭
ま
で
に
登
別
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
会
・

櫻
井
さ
ん
（
☎
86
9
1
5
4
）

て
い
る
方
）

問
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

 

（
☎
85
2
5
6
9
）

ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

時 

内
定
①
10
月
2
日
〜
23
日
の
毎
週

水
曜
日
18
時
30
分
・
『
外
国
の
国

や
文
化
の
紹
介
』
・
20
人
（
申
込

順
）
、
②
10
月
21
日
〜
11
月
25
日

の
毎
週
月
曜
日
（
11
月
4
日
を
除

く
）
16
時
30
分
・
『
誤
解
、
す
れ

違
い
、
衝
突
ｅエ

トｔ
ｃセ

ト
ラ．
…
関
係
の

中
で
生
じ
る
問
題
』
・
15
人
（
申

込
順
）

所
室
蘭
工
業
大
学

対
費
高
校
生
以
上
の
方
・
１
千
円

申 

9
月
9
日
㈪
〜
20
日
㈮
に
室
蘭
工

業
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ
備
え
付

け
、
ま
た
は
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
大
学
地
域
連
携
推

進
Ｇ
（
〒
050

－

8
5
8
5　

室
蘭

市
水
元
町
27

－

１
）

問
同
大
学
地
域
連
携
推
進
Ｇ

 
（
☎
46
5
0
2
3
）

登別漁港まつり登別漁港まつり第36回
9月14日土　9時～21時
 　15日日　9時～16時

場所　登別漁港新港区

漁船満船飾、海産物即売、青空市、のど自慢シバオケ大会、朝
揚げ鮭抽選即売会、ビンゴ大会、花火大会、豊漁まきなど

問い合わせ　同実行委員会事務局・伊藤さん（☎090‒8425‒0847）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

◎ 

今
年
も
多
く
の
高
校
生
が
参
加

　

7
月
29
日
㈪
〜
31
日
㈬
、
8
月

5
日
㈪
〜
7
日
㈬
の
合
計
6
日
間
、

高
校
生
を
対
象
と
し
た
公
務
員
受

験
対
策
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
多
く
の

受
講
者
か
ら
合

格
情
報
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ

の
講
座
。
登
別

市
、
室
蘭
市
、

伊
達
市
や
苫
小

牧
市
、
札
幌
市
、

遠
く
は
湧
別
町
や
佐
呂
間
町
か
ら

も
参
加
が
あ
り
、
今
年
は
70
人
を

超
え
る
高
校
3
年
生
が
本
校
に
集

ま
り
ま
し
た
。
受
験
本
番
に
向
け

て
、
手
応
え
を
感
じ
る
数
日
間
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

9
月
の
体
験
入
学

• 

7
日
㈯
・
21
日
㈯
・
28
日
㈯　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

• 

14
日
㈯
・
15
日
㈰　

10
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 
（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

時 

9
月
27
日
㈮
10
時
〜
12
時
（
9
時

40
分
受
け
付
け
・
雨
天
中
止
）

所
鷲
別
公
民
館
駐
車
場

持 

ポ
ー
ル
、
飲
み
物
、
帽
子
、
歩
き

や
す
い
靴
、
タ
オ
ル

※ 

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
は

先
着
30
人
ま
で
無
料
で
貸
し
出
し

し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申 

9
月
25
日
㈬
ま
で
に
登
別
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
会
・

櫻
井
さ
ん
（
☎
86
9
1
5
4
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

登
別
・
室
蘭
・
伊
達
市
民
の
合
同

施
設
見
学
会
で
す
。
今
年
は
室
蘭
市

の
追
直
漁
港
沖
合
人
工
島
Ｍ
ラ
ン
ド

や
栽
培
水
産
試
験
場
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
蘭
製
油
所
を
見
学

し
ま
す
。

時
9
月
19
日
㈭
9
時
〜
16
時

所
登
別
市
役
所
（
集
合
場
所
）

定
14
人
（
抽
選
）

申 

9
月
10
日
㈫
ま
で
に
企
画
調
整
Ｇ

 

（
☎
85
6
5
8
6
）

三
市
合
同
施
設
見
学
会

のぼりべつカルチャー
ナイト2013

工大祭フリーマーケット工大祭フリーマーケット
出店者募集出店者募集

室蘭工業大学学長杯争奪
ロボットサッカーコンテスト

　市内のさまざまな施設を
夜間開放。子どもから大人
まで、地域文化に触れなが
ら楽しめるイベントです。
日 時　 9月20日㈮　
　　　16時～22時
※ 市内主要施設（市民会館・
市民活動センターなど）
にパンフレットがありま
す。

日時　 9月21日㈯・22日㈰
　　　10時～17時
場所　室蘭工業大学
参 加料　各日１区画200円（1.5
㍍×2.5㍍）
申 込方法　郵送またはＥメール
で出店希望日・区画数（ 3区
画まで）、代表者（高校生以
上）の住所・氏名・電話番号
を記入し 9月13日㈮まで（必
着）に同大学スタジオ催事フ
リマ係（〒050－8585　室蘭
市水元町27－１、Ｅメール：
yumemirutukiusagihaooki
no@yahoo.co.jp）
問 い合わせ　スタジオ催事・上
田さん（☎080‒3051‒3049）

日 時　平成26年１月11日㈯
　　　　　　　　　12日㈰
場所　室蘭工業大学
部 門　クラスＡ（有線部門ロボ
ット）、クラスＢ（無線部門
ロボット）、クラスＣ（自立
移動ロボット）
申込期限　 9月17日㈫
※ 参加資格、競技内容など詳し
くはお問い合わせください。
問い合わせ　同大学学生室
 （☎46５１２５）

問 い合わせ　同実行委員会
事務局・藤井さん

 （☎090‒7511‒0234）

そ
の
他
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※駐車場は、岡志別の森運動公園前と北海道曹達㈱幌別事業所の特設駐車場をご利用ください。
※競技終了後は、岡志別の森運動公園、市民プールともに17時まで無料開放します。
※この事業の一部は、宝くじ収益金からの支援を受けて実施しています。

問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）

10月6日日
９時

岡志別の森運動公園会場

市民パークゴルフ大会
36ホール（18ホール×2ラウンド）
ストロークプレイ個人戦
受付時間　8時～8時30分
対象　18歳以上の方
定員　120人（申込順）
参加料　600円（参加賞込み）
申し込み　9月14日㈯～29日㈰に岡志別の森運
　動公園（☎88２５２５）

(男子の部・女子の部）市民ソフトボール大会
トーナメント方式（5回・50分）
受付時間　8時～8時30分
定員　16チーム（高校生以上・監督含め12人以
　内）
参加料　１チーム5,500円
申し込み　9月19日㈭9時に文化・スポーツ振
　興財団へ申込書（同財団と総合体育館で配布）
　を提出
※定員を超えた場合は抽選。

駅伝競走大会
•小学生低学年（１～3年生）の部
•小学生高学年（4～6年生）の部
•中高一般の部（男子・女子）

◎受付時間　8時～8時30分
◎申し込み　9月17日㈫～27日㈮に社会教育グループ（☎88１１２９）

（5人１チーム） ヘルスウォーキング大会
岡志別の森運動公園からの3コース（１㌔㍍、
4㌔㍍、6㌔㍍）を歩きます。
定員　50人（申込順）
持ち物　タオル・リュックサック・帽子・飲み
　物・雨具・ポール（貸し出しあり）

軽食コーナー
時間　11時～13時30分
カレーライス（500円）
そば、うどん（400円）
おにぎり（150円）

トレーニングルーム
トレーナーのアドバイスで安心
トレーニング。
時間　9時30分～16時
対象　中学生以上（動きやす
い服装と上履き持参）

水中レクリエーション
鬼ごっこ、リレー、バケツ遊び
を楽しみます。
時間　10時～10時30分
　　　13時～13時30分

アクアスティックマジック体験会
スティックを使った水中エクサ
サイズを行います。
時間　11時15分～11時45分

水中玉入れ競争
（大人・子ども）
時間　12時～12時15分
　　　14時～14時15分

個人タイム計測
時間　10時～15時
　　（自由参加）

リラクゼーションルーム・癒し処
日本工学院北海道専門学校の学生
によるボランティアマッサージ体
験。
時間　10時～15時

ふれあいサッカーコーナー
キックターゲットなど楽しいゲームを行います。
対象　幼児～小学生
問い合わせ　ＮＰＯ法人おにスポ
　　　　　　　　　　　　　（☎81７４４４）

市民プールらくあ会場

29 わくわくおでかけナビゲーション



今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●手芸用リリアン●子ども用滑り台（プラスチック製・室内用）●木製座
卓（123×78㎝）●五月人形（ガラスケース入り）●ひな人形（１段飾り・
屏風台付き）●藤の椅子（ 2脚）●夏タイヤ（ホイール付、155/65R13）
●ひな人形（ガラスケース入り）●冷風扇（40×40×100㎝）●電子オル
ガン●夏タイヤ（215/40R17）●冬タイヤ（205/65R15）●ランドセル
（黒）●ひな人形（ 7段）●グランドピアノ●石炭塊の置物（20×20×60
㎝）●車内用ハンガー●のみ（大工道具）●じゅうたん（ 4畳半）●ベビ
ー用風呂椅子●電子ピアノ●マージャンパイ●水筒（500㍉㍑）

ゆずってください（買います）

●レンジトップ・オーブン ●スクリーン●男子学生服（175～180㎝）
●介護用ベッド●歩行器（大人用）●自転車（23㌅）

泣き童
わら

子
し

（三島屋変調百物語 3）

かぶと３兄弟

宮
みや

部
べ

みゆき 著

宮
みや

西
にし

　達
たつ

也
や

 作・絵

　江戸は神田にある『三島屋』
では、若い娘が江戸中からふし
ぎな話を集めているという。ま
たひとり、ふしぎな話を語りに
三島屋へと客人が訪れ…。

　生まれたてのカブトムシ 3兄
弟。かっこいいカブトムシにな
れるかな？いきなりカブトムシ
塾に入ることになったけど、待
ち受けていたのはへんてこな先
生たちばかりで…。

◇日本一の給食 佐
さ

々
さ

木
き

十
と

美
み

 著
◇高校入試 湊

みなと

　かなえ 著
◇宰領（隠

いん

蔽
ぺい

捜査 5） 今
こん

野
の

　　敏
びん

 著

◇ねずみのつきめくり レオ=レオニ 画　谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

 詩
◇しあわせなら名探偵 杉

すぎ

山
やま

　　亮
あきら

 作
◇さようなら、まほうの国!! 藤

ふじ

　真
ま

知
ち

子
こ

 作

平
成
20
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
の
と
き
に
は
各
国
首
脳
に

ふ
る
ま
わ
れ
、
人
気
ボ
ー
カ
ル
・

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
Ｅエ

Ｘグ

ザ

イ

ル

Ｉ
Ｌ
Ｅ
の

全
国
ツ
ア
ー
で
は
メ
ン
バ
ー
の
活

力
源
と
な
る
な
ど
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
注
目
さ
れ
る
『
文
志
郎
の
鹿ろ

っ

角か
く

納
豆
』
。
10
万
本
に
１
本
と
も
言

わ
れ
る
幻
の
キ
ノ
コ
、
鹿
角
霊れ

い

芝し

の
溶
液
を
用
い
て
納
豆
菌
を
活
性

化
さ
せ
ま
し
た
。

「
納
豆
菌
が
内
に
力
を
秘
め
て

ピ
カ
リ
と
光
を
放
つ
の
が
私
に
は

見
え
る
の
で
す
」
と
熱
く
語
る
の

は
、
道
南
平
塚
食
品
四
代
目
平ひ

ら

塚つ
か

正ま
さ

雄お

さ
ん
。

「
小
さ
な
会
社
が
生
き
残
る
に

は
、
品
質
で
頂
点
を
目
指
す
他
な

い
」
と
お
い
し
さ
へ
の
挑
戦
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

心
地
よ
く
発
酵
で
き
る
よ
う
に

と
高
原
で
録
音
し
た
鳥
の
さ
え
ず

り
を
納
豆
菌
に
聞
か
せ
る
な
ど
、

平
塚
さ
ん
の
真
剣
な
取
り
組
み
は

従
業
員
で
さ
え
驚
く
ほ
ど
ユ
ニ
ー

ク
で
す
が
、
品
質
の
向
上
を
示
す

科
学
的
な
裏
付
け
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
か
ら
一
般
の
方
向
け
に

始
め
た
納
豆
製
造
体
験
講
座
で
は

『
良
い
食
物
が
、
良
い
人
間
を
つ

く
る
』
と
の
信
念
か
ら
、
納
豆
づ

く
り
を
通
じ
て
食
と
健
康
の
関
係

を
理
解
し
、
食
習
慣
の
改
善
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
平
塚
さ
ん
自
ら

が
講
師
と
な
り
熱
弁
を
振
る
い
ま

す
。【沿革】

昭和33年　道南納豆開業
昭和56年　道南平塚食品株式会社設立
【道南平塚食品株式会社】
所 在 地　登別市幌別町 4丁目12－１
電話番号　85２１６７
フリーダイヤル　0120－08－７２１０
ホームページ　http://nattou.co.jp/
事業内容　納豆の製造・販売、商品開発、納

豆製造体験講座

 企業編⑤　道南平塚食品㈱
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

﹇
柏
木
団
地
町
内
会
﹈

古
里
の
地
を
訪
ね
て
学
ぶ

日
帰
り
温
泉
入
浴
バ
ス
ツ
ア
ー

［幌別鉄南第八町内会］
きれいな公園で
七夕を
七夕のつどい・草刈作業

［中央新生町内会］
 http://www9.ocn.ne.jp/~cs-machi/

協働のまちづくりは地域から
公園の草刈作業

﹇
富
岸
町
内
会
﹈

感
謝
の
気
持
ち
と
、
願
い
事
を
乗
せ
て

た
な
ば
た
集
会

　

柏
木
団
地
町
内
会
は
、
温
泉
宿
の
バ
ス
を

利
用
し
た
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

道
中
、
参
加
者
の
中
に
鉱
山
町
出
身
の
方

が
い
た
こ
と
か
ら
、
温
泉
宿
の
ご
好
意
に
よ

り
、
バ
ス
で
鉱
山
町
へ
寄
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
元
住
民
の
案
内
に
よ
り
、
金
・
銀
・
銅

の
採
掘
で
栄
え
て
い
た
頃
の
鉱
山
町
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
浴
後
カ
ラ
オ
ケ
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

町
内
会
会
員
約
20
人
が
6
台
の
草
刈
機
を
使
っ
て
町
内
会

周
辺
の
公
園
や
通
学
路
、
空
き
地
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
付
近
か
ら
は
、
『
ろ
う
そ
く
だ
ー

せ
』
と
子
ど
も
た
ち
の
か

わ
い
ら
し
い
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

夕
方
の
公
園
で
は
、
訪

れ
た
人
が
短
冊
の
付
い
た

笹
飾
り
と
花
火
大
会
を
楽

し
み
、
夏
の
思
い
出
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
役
員
な
ど
数
十
人
が
、
町
内
会
の
野
外
活
動
の
拠

点
で
あ
る
北
公
園
の
草
刈
り
を
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
で
は
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
93
歳
の
方
ま
で
、
毎
日

約
20
人
が
訪
れ
、
期
間
中

延
べ
233
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
で
は
こ
れ
か

ら
、
町
内
会
の
祭
典
や
運

動
会
が
に
ぎ
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

富
岸
町
内
会
で
10
年
以
上
続
く
『
た
な
ば

た
集
会
』
を
今
年
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
家
族
連
れ
が
会
場
を
訪
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
作
っ
た
折
り
紙
や
願
い
事
の
書
か

れ
た
短
冊
を
笹
に
つ
る
し
て
飾
り
ま
し
た
。

　

『
お
母
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
大
好

き
』
な
ど
感
謝
の
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
た
短
冊

も
見
ら
れ
、
参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

柏
木
団
地
町
内
会

　
　

会
長　

宮み
や

地じ　

真し
ん

治じ

幌
別
鉄
南
第
八
町
内
会　

会
長　

橋は
し

爪づ
め　

正ま
さ

之ゆ
き

中
央
新
生
町
内
会　

会
長　

今こ
ん　

平ひ
ら

人と

富
岸
町
内
会

　
　

会
長　

佐さ

藤と
う　

弘ひ
ろ

子こ
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白老町 室蘭市 伊達市

人のうごき（平成25年7月末日現在）／人口51,030（－11）　世帯25,000（－3）　（　）は前月比
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　食べて、食べて、食べまくるグル
メイベント。道内各地の“うまいも
の”が集結。

▼日時　 9月21日㈯　 9時～17時
　　　　　　22日㈰　 9時～16時

▼場所　総合公園だて歴史の杜

▼  出品予定　別海町ジャンボホタテ
バーガー、名寄町もち米粉デザー
ト、白老和牛バーガー、登別市ト
ンテキ（豚肉のステーキ）、室蘭
やきとりなど

▼問い合わせ　同実行委員会事務局
 （☎ 0 1 4 2 ㉕ 5 5 6 7 ）

『2013白老牛秋の味覚フェア』
今年は花火大会も 2013だて食のフェスティバル

　安心で安全な白老牛や白老町の豊
富な食材をご堪能ください。

▼日時　 9月 7日㈯　10時～20時
　　　　　　 8日㈰　10時～16時

▼  場所　しらおいポロトコタン中央
広場

▼  内容　白老牛限定販売、白老前浜
産海産物直売会、ビアガーデン、
花火大会（ 7日19時）、アルパカ
とのふれあい（ 8日13時）など

▼  問い合わせ　白老牛銘柄推進協議
会（白老町産業経済課内・☎ 0 1
4 4 82 6 4 9 1 ）

スワンフェスタ2013・
ニコニコ町会議i

イン

n北海道室蘭市

◎スワンフェスタ2013

▼日時 9 月 7 日㈯ 11時～22時
　　　 　　 8日㈰ 11時～18時30分
※ 花火大会は 7日19時30分～20時10
分（雨天時は 8日に延期）。

▼場所　室蘭港中央埠
ふ

頭
とう

◎ニコニコ町会議in北海道室蘭市
　インターネット動画サイト『ニコ
ニコ動画』による、生中継でネット
配信される参加型イベントです。

▼日時　 9月 7日㈯　13時～19時

▼問い合わせ　室蘭観光協会
 （☎㉓ 0 1 0 2 ）

問い合わせ　登別市姉妹都市等都市間交流協会
（総務グループ内・☎85１１３０）

2013宮城県白石市物産展 姉妹都市提携30周年記念・
白石市への訪問団参加者募集

日時　 9月 7日㈯　10時～21時
　　　　　 8日㈰　10時～20時30分
場所　幌別地区手づくり祭り会場（市役所前）

　毎年好評の、宮城県白
石市の物産展です。おい
しいみそ、しょうゆ、温
麺（うーめん）、日本酒
を販売します。温麺のつ
かみ取りや甲

かっちゅう

冑の試着も
あります。

期　間　11月 8 日㈮～ 9日㈯
参加料　 4人 1室の場合　40,000円
　　　　 3人 1室の場合　41,000円
　　　　 2人 1室の場合　42,500円
　　　　 1人 1室の場合　43,500円
　　　　※ 参加料には行程中の宿泊費、食事代、

交通費が含まれます。
定　員　40人（申込順）
日　程
【 8日】 7時　登別市出発
　　　　　　　白石温麺茶屋で昼食
　　　　　　　材木岩公園・検断屋敷を見学
　　　　　　　白石城を見学
　　　　　　　記念式典に参加
　　　　　　　鎌先温泉・最上屋に宿泊
【 9日】 8時　宿泊先出発
　　　　　　　白石市農業祭を見学
　　　　　　　松島海岸を見学
　　　　18時　登別市到着

申し込み　 9月10日㈫ 9時～25日㈬17時30分に
登別市姉妹都市等都市間交流協会

こ
じ
ゅ
う
ろ
う
く
ん

白石うーめん（調理例）

ポ
チ
武
者
こ
じ
ゅ
ー
ろ
う


